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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

方
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。平

素
は
法
人
会
の
運
営
に

つ
き
ま
し
て
、
多
面
に
わ
た

り
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
法

人
会
は
良
き
経
営
者
を
目
指

す
者
の
団
体
と
し
て
、
納
税

意
識
の
高
揚
と
税
務
知
識
の

普
及
の
た
め
、
税
に
対
す
る

正
し
い
知
識
の
習
得
の
研

修
、
正
し
い
申
告
と
納
税
、

更
に
は
税
を
知
る
週
間
を
通

じ
て
の
納
税
意
識
の
高
揚
に

資
す
る
外
、
積
極
的
な
社
会

貢
献
活
動
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
本
年
も
変
ら
ぬ

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
日
本
経
済
を
振
り

返
っ
て
見
ま
す
と
、
再
生
の

年
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
し
た

が
、
株
価
は
七
千
円
台
経
験

す
る
局
面
も
あ
る
な
ど
、
政

策
的
に
構
造
改
革
が
優
先
し

て
積
極
的
な
景
気
対
策
、
デ

フ
レ
対
策
が
と
ら
れ
ず
、
ま

た
当
地
域
に
あ
り
ま
し
て
も

公
共
工
事
の
大
幅
削
減
が
あ

り
依
然
と
し
て
経
済
は
低
迷

が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
大
手
製
造

業
・
デ
ジ
タ
ル
家
電
及
び
、

輸
出
に
支
え
ら
れ
、
若
干
回

復
の
兆
し
も
見
え
始
め
、
株

価
も
上
昇
傾
向
に
転
じ
て
お

り
、
地
方
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は

依
然
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま

す
も
の
の
、
二
〇
〇
三
年
度

の
実
質
経
済
成
長
率
は
一
・

九
％
が
可
能
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

迎
え
ま
し
た
二
〇
〇
四
年

度
の
見
通
し
は
、
デ
フ
レ
圧

力
は
残
る
が
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

二
・
〇
％
成
長
を
、
名
目
成

長
率
も
水
面
浮
上
が
予
測
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
期
待
さ
れ
る

「
甲

キ
ノ
エ

申サ
ル

」
年
で
す
。「
申サ

ル

」
は

万
物
が
成
熟
し
て
締
め
つ
け

ら
れ
、
固
ま
っ
て
い
く
状
態

を
意
味
し
、「
甲

キ
ノ
エ

」
は
鎧
を

意
味
し
植
物
の
種
が
ま
だ
厚

い
皮
を
か
ぶ
っ
て
い
る
状
態

を
指
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
甲

キ
ノ
エ

申サ
ル

」

と
は
、
成
熟
し
固
ま
り
つ
つ

も
そ
こ
に
新
た
な
展
開
の
種

子
を
宿
し
て
い
る
状
態
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
は
今
年
の

「
甲

キ
ノ
エ

申サ
ル

」
は
、
ど
ん
な
年
で

し
ょ
う
か
。

日
本
は
今
ま
さ
に
、
古
い

も
の
と
新
し
い
も
の
が
交
錯

し
、
明
確
な
方
向
が
見
え
な

い
状
況
で
す
。
し
か
し
こ
の

状
態
は
、
古
い
殻
か
ら
新
し

い
芽
が
出
る
と
き
の
生
み
の

苦
し
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。成

熟
と
は
常
に
新
た
な
展

開
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま

す
。
古
い
体
制
を
締
め
く
く

り
つ
つ
、
革
新
の
芽
が
地
上

に
出
る
と
し
、
新
し
い
時
代

へ
の
日
本
再
生
を
期
す
る

年
、
に
な
る
こ
と
を
皆
さ
ん

と
と
も
に
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。

－ 1 －

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

的
　
場
　
章
　
好

去
る
一
月
十
五
日
、
会
館

「
仁
万
屋
」
に
お
い
て
、
日

本
銀
行
松
江
支
店
長
久
田
高

正
氏
を
お
招
き
し
て
恒
例
の

新
春
経
済
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
２
０

０
４
の
経
済
展
望
」
と
題
し

て
今
後
の
世
界
並
び
に
国
内

経
済
動
向
に
つ
い
て
。
ま

た
、
山
陰
地
区
の
経
済
の
動

行
、
石
見
銀
山
を
核
と
し
た

街
づ
く
り
に
つ
い
て
も
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
約
一

時
間
に
わ
た
り
判
り
や
す

く
、
て
い
ね
い
に
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
七
十
名
余
り
が

熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

日
本
銀
行
松
江
支
店
長
を
迎
え

新
春
経
済
講
演
会



平
成
十
五
年
度
通
常
総
会

は
、
去
る
、
八
月
二
十
六
日

会
館
「
仁
万
屋
」
に
お
い
て

会
員
多
数
出
席
の
も
と
に
開

催
さ
れ
た
。

当
日
来
賓
に
は
、
石
見
大

田
税
務
署
末
岡
署
長
他
多
数

を
お
迎
え
し
て
盛
会
に
開
催

さ
れ
た
。

的
場
会
長
の
事
業
活
動
の

ご
協
力
に
対
し
て
の
お
礼
等

の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
入
っ

て
い
っ
た
。

一
号
議
案
、
平
成
十
四
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
承
認
の
件
。

二
号
議
案
、
平
成
十
五
年

度
事
業
計
画
案
並
び
に
収
支

予
算
案
承
認
の
件
。

三
号
議
案
、
役
員
改
選
の

件
。

常
任
理
事
　
勝
部
　
幸
吉

〃
　

月
森
　
　
陸

理
　
　
事
　
金
森
　
義
信

〃
　

三
谷
　
　
貢

〃
　

布
引
　
慎
一

以
上
の
方
が
新
た
に
就
任

さ
れ
た
。

三
議
案
に
つ
き
審
議
を
行

な
い
、
全
議
案
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

－ 2 －

平
成
十
五
年
度

通
常
総
会
開
催

平成１４年度（第１５期）収支決算書
自　平成14年７月１日
至　平成15年６月30日収入の部

支出の部

科　　　　目 予算額 決算額 増　減△ 摘　要
1.会 費 6,415,000 6,375,000 △ 40,000

1)一 般 会 費 6,200,000 6,180,000 △ 20,000
2)青年部会費 215,000 195,000 △ 20,000 @5,000円

2.事業費補助金 4,314,000 4,739,080 425,080 全・県法連助成
3.社会貢献補助金 0 300,000 300,000 社会貢献助成
4.事 業 収 入 180,000 180,000 0 広告料収入
5.雑 収 入 93,053 72,681 △ 20,372 預金利息他
当期収入合計� 11,002,053 11,666,761 664,708
前期繰越収支差額 4,827,947 4,827,947 0 前年度繰越
収 入 合 計 � 15,830,000 16,494,708 664,708

科　　　　目 予算額 決算額 増　減△ 摘　要
1.事 業 費 5,500,000 5,446,035 △ 53,965

研修・講習会等費 3,500,000 3,503,548 3,548 ゼミナール・講習会
社会貢献活動費 0 329,500 329,500 アイラブピース支援
会 報 発 行 費 650,000 514,800 △ 135,200 会報発行
女性会活動費 300,000 214,483 △ 85,517 婦人部事業費
青 年 部 活 動 費 1,050,000 883,704 △ 166,296 青年部事業費

2.会 議 費 1,600,000 1,051,644 △ 548,356

総 会 費 600,000 524,039 △ 75,961 総会費
役 員 会 費 400,000 213,580 △ 186,420 役員会費
委 員 会 費 600,000 314,025 △ 285,975 委員会開催費

3.管 理 費 4,240,000 4,202,124 △ 37,876

人 件 費 2,500,000 2,500,000 0 人件費
事 務 局 費 600,000 539,924 △ 60,076 通信費、消耗品費
渉 外 費 200,000 135,000 △ 65,000 慶弔費
旅 費 300,000 304,100 4,100 出張旅費
負 担 金 550,000 583,100 33,100 県法連、税団協等
租 税 公 課 80,000 80,000 0 租税公課
雑 費 10,000 60,000 50,000 雑費

4.積 立 金 500,000 500,000 0

記 念 行 事 500,000 500,000 0 記念行事積立金
5.予 備 費 3,990,000 0 △3,990,000

当期支出合計� 15,830,000 11,199,803 △4,630,197

当期収支差額�－� △4,827,947 466,958 5,294,905

次期繰越収支差額�－� 0 5,294,905 5,294,905

平成１５年度（第１６期）収支予算書（案）
自　平成15年７月１日
至　平成16年６月30日収入の部

支出の部

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減△ 摘　要
1.会 費 6,515,000 6,415,000 100,000 会費

1)一 般 会 費 6,300,000 6,200,000 100,000

2)青年部会費 215,000 215,000 0

2.事業費補助金 4,515,000 4,314,000 201,000 全・県法連助成金
3.事 業 収 入 180,000 180,000 0 広告料収入
4.雑 収 入 75,095 93,053 △ 17,958 預金利息等
当期収入合計� 11,285,095 11,002,053 283,042

前期繰越収支差額 5,294,905 4,827,947 466,958

収 入 合 計 � 16,580,000 15,830,000 750,000

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減△ 摘　要
1.事 業 費 6,050,000 5,500,000 550,000

研修・講習会等費 4,000,000 3,500,000 500,000 ゼミナール・講習会
会 報 発 行 費 650,000 650,000 0 会報発行
女 性 会 活 動 費 300,000 300,000 0 婦人部事業費
青 年 部 活 動 費 1,100,000 1,050,000 50,000 青年部事業費

2.会 議 費 1,600,000 1,600,000 0

総 会 費 600,000 600,000 0 総会費
役 員 会 費 400,000 400,000 0 役員会費
委 員 会 費 600,000 600,000 0 委員会開催費

3.管 理 費 4,430,000 4,240,000 190,000

人 件 費 2,500,000 2,500,000 0 人件費
事 務 局 費 600,000 600,000 0 通信費、消耗品費
渉 外 費 200,000 200,000 0 慶弔費
旅 費 350,000 300,000 50,000 出張旅費
負 担 金 600,000 550,000 50,000 県法連、税団協
租 税 公 課 80,000 80,000 0 租税公課
雑 費 100,000 10,000 90,000 雑費

4.積 立 金 500,000 500,000 0

記 念 行 事 500,000 500,000 0 記念行事積立金
5.予 備 費 4,000,000 3,990,000 10,000

当期支出合計� 16,580,000 15,830,000 750,000

当期収支差額�－� △5,294,905 △4,827,947 △ 466,958

次期繰越収支差額�－� 0 0 0
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（社）石見大田法人会役員名簿
役　職 事 業 所 名 氏　　名 住　所
顧　　問 大 田 商 工 会 議 所 会 頭 寺　戸　隆　文 大　田
会　　長 島 根 中 央 信 用 金 庫 的　場　章　好 大　田
副 会 長 � た け は ら 竹　原　鐵太郎 大　田
〃 � 小 川 商 店 小　川　良　知 温泉津

専務理事 大 田 商 工 会 議 所 栂　　　恒　雄 大　田
常任理事 � 中 央 計 算 セ ン タ ー 渡　邊　常　弘 大　田
〃 中国税理士会石見大田支部長 勝　部　幸　吉 波　根
〃 �森 　 窯 　 業 森　 璋 温泉津
〃 � 藤 間 要 二 郎 本 店 藤　間　要二郎 仁　摩
〃 大 田 マ ル ヰ � 石　田　弘　行 静　間
〃 � 俵 建 設 俵　　　　　隆 大　田
〃 石 見 銀 山 農 業 � 廣　山　勝　秀 長　久
〃 和 江 漁 業 � 月　森　　　陸 静　間
〃 東 和 建 設 工 業 � 波多野　　　諭 大　田

理　　事 � た け ご し 家 具 竹　腰　和　夫 大　田
〃 � 和 田 食 品 和　田　　　正 大　田
〃 石 東 ス ズ キ 販 売 � 大　谷　光　弘 大　田
〃 石 州 水 上 産 業 � 有　間　　　隆 水　上
〃 � シ バ オ 芝　尾　金　男 水　上
〃 波 多 コ ン ク リ ー ト 工 業 � 波　多　志　朗 久　利
〃 � 堀 工 務 店 堀　　　博　彦 波　根
〃 島 根 ゼ オ ラ イ ト � 石　橋　秀　利 仁　摩
〃 石 東 マ ル ヰ プ ロ パ ン � 石　本　智　章 仁　摩
〃 � 前 谷 工 務 店 前　谷　建　治 仁　摩
〃 � 石 東 林 業 商 会 松　井　正次郎 久　手
〃 森 田 製 菓 � 森　田　博　久 長　久
〃 � 斉 藤 文 具 店 齊　藤　　　寛 大　田
〃 � 河 村 畳 店 河　村　賢　治 温泉津
〃 中 村 ブ レ イ ス � 中　村　俊　郎 大　森
〃 � 富 士 ド ラ イ 嶋　 覚 久　手
〃 原 醤 油 � 原　　　信　行 久　手
〃 � 峠 建 設 峠　　　輝　義 温泉津
〃 � 椿 窯 荒　尾　　　寛 温泉津
〃 � 大 国 デ ザ イ ン セ ン タ ー 金　森　義　信 仁　摩
〃 � 三 谷 設 計 三　谷　　　貢 久　手
〃 � 布 引 商 店 布　引　慎　一 大　田

監　　事 林 商 事 � 林　　　基一郎 長　久
〃 白 藤 酒 造 � 大　野　孝　雄 波　根
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平平成成十十五五年年度度

納税功労者表彰式

大
田
市
大
田
町
大
田
イ
三
八
ー
一

・
前
石
見
大
田
間
税
会
会
長

・
�
石
見
大
田
法
人
会
顧
問

寺
戸
隆
文
氏

広
島
国
税
局
長
表
彰

大
田
市
久
手
町
波
根
西
二
〇
一
五

・
石
見
大
田
小
売
酒
販
組
合
理
事
長

・
大
田
邇
摩
青
色
申
告
会
連
合
会
副
会
長

・
大
田
市
東
部
青
色
申
告
会
会
長

山
尾
悦
己
氏

酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に

関
す
る
法
律
施
行
五
十
周
年
記
念
国

税
局
長
感
謝
状

（
58
才
）

（
63
才
）



平
成
十
五
年
度
納
税
功
労

者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「

税
を
知
る
週
間
」
行
事

の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
去
る

十
一
月
十
三
日
大
田
商
工
会

館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
今
年
度

は
四
名
の
方
々
に
石
見
大
田

税
務
署
長
表
彰
状
、
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
併
せ
て

酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組

合
に
関
す
る
法
律
施
工
五
十

周
年
記
念
と
し
て
、
四
名
の

方
々
に
税
務
署
長
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
ご
来
賓
と
し
て
、

川
本
総
務
事
務
所
長
、
大
田

市
、
仁
摩
町
、
温
泉
津
町
を

始
め
、
各
種
団
体
代
表
の

方
々
、
ご
臨
席
の
も
と
、
関

係
者
六
十
余
名
の
ご
出
席
を

頂
き
、
盛
大
且
つ
厳
粛
の
う

ち
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
中
総
務
課
長
の
司
会
進

行
の
も
と
、
末
岡
石
見
大
田

税
務
署
長
よ
り
、
納
税
の
意

義
を
深
く
認
識
さ
れ
、
そ
の

実
践
と
団
体
で
の
活
動
に
敬

意
と
感
謝
を
表
し
て
、
石
見

大
田
税
務
署
長
表
彰
状
が
藤

間
要
二
郎
氏
（
�
藤
間
醤
油

店
店
主
）、
齊
藤
寛
氏
（
�

斉
藤
文
具
店
社
長
）
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
月
森

陸
氏
（
和
江
漁
協
組
合
組
合

長
）
、
波
多
野
瑠
璃
子
氏

（
�
は
た
の
産
業
社
長
）
に

石
見
大
田
税
務
署
長

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
酒
税
の
保

全
及
び
酒
類
業
組
合

に
関
す
る
法
律
施
行

五
十
周
年
を
記
念
し

て
、
永
年
酒
税
の
保

全
、
確
立
に
、
ま
た

酒
類
業
組
合
の
育
成

指
導
に
ご
尽
力
さ
れ

た
木
村
幸
司
氏
（
木

村
酒
造
�
社
長
）
、

大
門
康
夫
氏
（
大
門

酒
店
店
主
）、
佐
々

木
孝
久
氏
（
佐
々
木

酒
店
店
主
）、
木
建

弘
康
氏
（
木
建
本
店

店
主
）
に
同
じ
く
税

務
署
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

併
せ
て
、
前
石
見
大
田
間

税
会
会
長
の
寺
戸
隆
文
氏
に

去
る
十
月
二
十
九
日
、
広
島

市
に
お
い
て
贈
呈
さ
れ
た
広

島
国
税
局
長
表
彰
状
、
ま

た
、
石
見
大
田
小
売
酒
販
組

合
理
事
長
の
山
尾
悦
己
氏
に

小
売
酒
販
組
合
に
お
け
る
功

績
に
対
し
て
、
去
る
十
一
月

十
日
、
松
江
市
に
お
い
て
贈

呈
さ
れ
た
広
島
国
税
局
長
感

謝
状
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

末
岡
署
長
の
「
国
民
に
信

頼
さ
れ
、
国
民
の
視
点
に
立

ち
税
務
行
政
を
進
め
る
中
、

今
後
ま
す
ま
す
の
納
税
者
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
願

う
」
と
の
式
辞
に
続
い
て
、

ご
来
賓
を
代
表
し
て
川
本
総

務
事
務
所
長
、
大
田
商
工
会

議
所
石
田
弘
行
副
会
頭
、
中

国
税
理
士
会
勝
部
幸
吉
支
部

長
の
各
氏
よ
り
祝
辞
が
贈
ら

れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
藤

間
要
二
郎
氏
が
謝
辞
を
述
べ

ら
れ
て
式
典
を
終
え
ま
し

た
。栄

え
あ
る
、
ご
授
賞
を
お

祝
い
し
、
今
後
益
々
の
御
活

躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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邇
摩
郡
仁
摩
町

大
字
宅
野
一
六
五

藤
間
要
二
郎
氏
（
58
才
）

・
石
見
大
田
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
副
会
長

・
�
石
見
大
田
法
人
会
常
任

理
事

大
田
市
大
田
町

大
田
ロ
九
四
三

齊
藤
　
　
寛
氏
（
51
才
）

・
�
石
見
大
田
法
人
会
青
年

部
会
長

・
�
石
見
大
田
法
人
会
理
事

・
石
見
大
田
間
税
会
理
事

石
見
大
田
税
務
署
長
表
彰
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大
田
市
静
間
町
二
七
二
ー
一

月
森
　
　
陸
氏
（
65
才
）

・
大
田
邇
摩
青
色
申
告
会
連

合
会
監
事

・
大
田
邇
摩
漁
業
青
色
申
告

会
会
長

・
�
石
見
大
田
法
人
会
常
任

理
事

大
田
市
大
田
町

大
田
イ
七
二
七
ー
二

波
多
野
瑠
璃
子
氏
（
56
才
）

・
�
石
見
大
田
法
人
会
女
性

部
部
会
長

・
石
見
大
田
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
女
性
部
副
部
長

邇
摩
郡
仁
摩
町

大
字
宅
野
一
〇
五
ー
一

大
門
　
康
夫
氏
（
71
才
）

・
石
見
大
田
小
売
酒
販
組
合

監
事

大
田
市
大
代
町

大
家
一
六
〇
〇

木
村
　
幸
司
氏
（
41
才
）

・
石
見
大
田
酒
造
組
合
理
事

石
見
大
田
税
務
署
長
感
謝
状

酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に
関
す
る
法
律
施
行

五
十
周
年
記
念
石
見
大
田
税
務
署
長
感
謝
状邇

摩
郡
温
泉
津
町

温
泉
津
イ
五
六
ー
四

佐
々
木
孝
久
氏
（
52
才
）

・
石
見
大
田
小
売
酒
販
組
合

監
事

大
田
市
水
上
町

福
原
四
三
ー
六

木
建
　
弘
康
氏
（
47
才
）

・
石
見
大
田
小
売
酒
販
組
合

監
事



的
場
章
好
氏
（
会
長
）

は
、
昨
年
十
一
月
多
年
に
亘

り
金
融
業
務
に
従
事
さ
れ
、

地
域
経
済
の
振
興
発
展
に
ご

尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ

り
、
黄
綬
褒
章
受
章
の
栄
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。

的
場
氏
は
、
昭
和
三
十
二

年
、
島
根
中
央
信
用
金
庫
の

前
身
で
あ
る
川
本
信
用
金
庫

に
入
庫
し
て
以
来
、
約
四
十

六
年
の
永
き
に
亘
り
信
用
金

庫
人
と
し
て
金
融
業
務
一
筋

に
従
事
さ
れ
、
地
域
経
済
の

繁
栄
と
島
根
中
央
信
用
金
庫

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
実
績
と
情
熱
が
高

く
評
価
さ
れ
、
こ
の
栄
誉
に

結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。昭

和
五
十
九
年
島
根
中
央

信
用
金
庫
初
代
常
勤
監
事
に

就
任
さ
れ
て
以
来
、
常
勤
理

事
、
常
務
理
事
、
専
務
理
事

と
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
平
成

九
年
五
月
に
は
理
事
長
に
就

任
さ
れ
、
地
域
に
密
着
し
た

唯
一
、
地
元
に
本
店
の
あ
る

信
用
金
庫
と
し
て
、
地
域
経

済
界
、
特
に
我
々
零
細
中
小

企
業
に
は
必
要
不
可
欠
な
信

用
金
庫
づ
く
り
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
田
商
工
会
議

所
の
常
任
参
与
と
し
て
、
経

済
同
友
会
出
雲
支
部
副
支
部

長
と
し
て
、
地
域
経
済
界

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
元
商
工

業
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
、
平

成
九
年
八
月
か
ら
は
、
当
�

石
見
大
田
法
人
会
会
長
に
就

任
、
税
務
行
政
の
円
滑
化
と

納
税
道
義
の
高
揚
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
、
会
勢
発
展
に
現

在
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
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的
場
章
好
氏 

�
石
見
大
田
法
人
会
会
長 

史
上
、
お
金
に
異
常
な
ほ

ど
の
執
念
を
み
せ
た
と
し
て

有
名
な
女
性
が
、
足
利
義
政

の
妻
・
日
野
富
子
で
す
。

彼
女
が
将
軍
に
代
わ
っ
て

権
力
を
握
る
と
、
そ
れ
ま
で

廃
止
さ
れ
て
い
た
京
都
に
入

る
七
口
関
を
復
活
し
て
「
関

銭
」
を
徴
収
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

例
え
ば
、
淀
川
に
関
所
を

三
十
か
所
も
設
け
、
油
一
樽

で
も
一
か
所
一
文
、
合
計
三

十
文
を
徴
収
し
た
の
で
す
。

余
談
で
す
が
、
彼
女
は
こ

の
ほ
か
米
相
場
で
儲
け
た

り
、
賭
博
に
熱
中
す
る
公
家

や
武
士
に
高
利
貸
を
し
た
り

と
、
か
な
り
の
事
業
家
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

江
戸
末
期
に
も
興
味
あ
る

史
実
が
あ
り
ま
す
。

戊
辰
戦
争
の
折
、
幕
府
の

海
軍
大
将
榎
本
武
揚
は
箱
館

（
現
在
の
函
館
）
五
稜
郭
に

入
城
し
「
蝦
夷
共
和
国
」
を

建
て
ま
し
た
。

こ
の
際
、
市
街
地
と
の
境

界
に
あ
っ
た
南
北
二
つ
の
関

所
で
、
出
入
り
す
る
人
か
ら

税
を
、
ま
た
、
港
に
出
入
り

す
る
外
国
船
か
ら
は
運
上
金

を
徴
収
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
税

を
課
し
て
も
財
政
は
困
窮
す

る
一
方
で
、
つ
い
に
は
明
治

二
年
（
一
八
六
九
年
）
五
月

十
八
日
、
五
稜
郭
は
開
城

し
、
戊
辰
戦
争
は
終
わ
り
を

告
げ
た
の
で
し
た
。

関
所
は
、
治
安
維
持
の
目

的
で
設
け
ら
れ
た
だ
け
で
な

く
、
時
に
よ
っ
て
は
、
財
源

確
保
の
た
め
に
も
設
け
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。

石の下の筋での攻防です
黒先白死

解答は38頁

【
関
所
と
税
金
】



手続の詳細は、ホームページをご覧ください。 
e-Taxホームページでは、電子申告・納税等に関する情報を提供しています。 
 

　e-Taxを利用することが可能な手続は、次の手続です。 
①所得税、法人税及び消費税に係る申告 
②全税目の納税 
③申請・届出等 
（青色申告の承認申請、納税地の異動届出、電子納税証明書の交付請求など） 

　上記手続を行う納税者の方で、原則として、インターネットを利用できる環境を
有しており、かつ、電子署名用の電子証明書を取得している方です。 
　なお、税理士及び税理士法人等の税理士業務を行う方もe-Taxの利用が可能
です。 

【インターネット環境等がなくても利用できる手続】 
　申告所得税、法人税又は消費税について、電子納税だけを利用する場合には、
電子署名用の電子証明書や更にはインターネットが接続できる環境がなくて
も利用できる簡便な手続（特定納税専用手続）があります。 

○名古屋国税局管内の納税者の方 
�所得税・個人事業者の消費税の申告 ……平成16年 2月2日（月）から 

�法人税・法人の消費税の申告 
�全税目の納税 ……平成16年 3月22日（月）から 
�申請・届出等 

○全国（名古屋国税局管内以外の地域）の納税者の方 
　名古屋国税局管内でサービスを開始したすべての手続 

 ……平成16年6月1日（火）から 

e-Taxホームページ 

http://www.e-tax.nta.go.jp
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税
法
上
、
役
員
と
は
、
法

人
の
取
締
役
、
監
査
役
、
理

事
、
監
事
及
び
清
算
人
を
い

う
ほ
か
、
法
人
の
経
営
に
従

事
し
て
い
る
者
の
う
ち
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
者
を
い

う
。
そ
し
て
、
こ
の
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
者
と
は
次

の
者
を
い
う
の
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
者
が
「
み
な
し
役

員
」
と
さ
れ
ま
す
。

�
法
人
の
使
用
人
以
外
の

者
で
、
そ
の
法
人
の
経
営
に

従
事
し
て
い
る
者

�
同
族
会
社
の
使
用
人
の

う
ち
、
持
株
割
合
な
ど
の
一

定
の
要
件
の
す
べ
て
を
満
た

す
者
で
、
そ
の
法
人
の
経
営

に
従
事
し
て
い
る
者

要
す
る
に
、「
み
な
し
役

員
」
と
は
、
形
式
上
役
員
と

し
て
登
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
事
実
上
会
社
経
営
に
参

画
し
て
い
る
者
を
い
う
。

会
社
の
経
営
に
従
事
す
る

と
は
、
裁
判
例
に
よ
り
ま
す

と
、
法
人
の
主
要
な
業
務
執

行
の
意
志
決
定
に
参
画
す
る

こ
と
、
つ
ま
り
、
経
営
上
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
決
定
権

を
有
し
、
そ
の
結
果
に
対
し

て
責
任
を
有
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

給
与
と
は
、
報
酬
、
給

料
、
賃
金
等
・
賞
与
・
退
職

手
当
を
総
称
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う

に
取
り
扱
わ
れ
る
。

�
報
酬
、
給
料
等

通
常
の
役
員
に
対
す
る
報

酬
と
同
じ
よ
う
に
定
期
・
定

額
部
分
は
損
金
と
さ
れ
、
そ

れ
を
超
え
る
部
分
は
臨
時
的

支
払
い
で
あ
る
賞
与
と
さ

れ
、
損
金
に
な
ら
な
い
。

�
賞
与

通
常
の
役
員
に
対
す
る
賞

与
と
同
じ
で
あ
り
、
前
記
の

と
お
り
役
員
賞
与
は
損
金
と

な
ら
な
い
。

�
退
職
手
当

役
員
退
職
手
当
と
し
て
適

正
額
で
、
一
定
の
経
理
要
件

を
満
た
す
場
合
に
は
、
損
金

と
さ
れ
る
。

こ
の
「
み
な
し
役
員
」
に

対
す
る
給
与
と
と
も
に
注
意

し
た
い
の
が
、「
特
殊
関
係

使
用
人
」
に
対
す
る
給
与
で

す
。特

殊
関
係
使
用
人
の
範
囲

は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。

�
役
員
の
親
族

�
役
員
と
事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
者

�
�
及
び
�
以
外
の
者
で

役
員
か
ら
生
計
の
支
援
を
受

け
て
い
る
も
の

�
�
及
び
�
の
者
と
生
計

を
一
に
す
る
こ
れ
ら
の
者
の

親
族前

記
範
囲
に
該
当
す
る
特

殊
使
用
人
に
対
し
て
支
払
わ

れ
た
給
与
の
額
の
う
ち
、
不

相
当
に
高
額
な
部
分
の
金
額

は
損
金
と
さ
れ
な
い
。

給
与
の
金
額
に
は
給
料
・

賞
与
・
退
職
手
当
を
含
む
。

す
な
わ
ち
、
毎
月
等
の
給
料

等
だ
け
で
は
な
く
、
退
職
手

当
に
つ
い
て
も
、
こ
の
規
定

は
適
用
さ
れ
る
。

そ
の
使
用
人
の
職
務
の
内

容
、
そ
の
法
人
の
収
益
及
び

他
の
使
用
人
に
対
す
る
給
与

の
支
給
の
状
況
、
そ
の
法
人

と
同
種
の
事
業
を
営
む
法
人

で
そ
の
事
業
規
模
が
類
似
す

る
も
の
の
使
用
人
に
対
す
る

給
与
の
支
給
の
状
況
等
に
照

ら
し
、
そ
の
使
用
人
の
職
務

に
対
す
る
対
価
と
し
て
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
金
額

を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
そ

の
超
え
る
部
分
の
金
額
と
さ

れ
る
。

（
文
責
　
編
集
部
）
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気
を
つ
け
た
い
「
み
な
し
役
員
」
と

「
特
殊
関
係
使
用
人
」
に
対
す
る
給
与

一
、「
み
な
し
役
員
」
と
は

二
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
者

三
、「
経
営
に
従
事
す
る
」

と
は

四
、「
み
な
し
役
員
」
に
対

す
る
給
与

五
、「
特
殊
関
係
使
用
人
」

と
は

六
、「
特
殊
関
係
使
用
人
」

に
対
す
る
給
与

七
、
不
相
当
に
高
額
な
部

分
の
金
額



優
勝
す
る
の
は
実
力
か
、

は
た
ま
た
運
か
ラ
ッ
キ
ー

か
、
だ
れ
で
も
税
金
博
士
に

な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。
第
十
七
回
「
ク
イ
ズ
お

も
し
ろ

ミ
ナ
ー
ル
」
本
年

も
「
税
を
知
る
週
間
」
に
あ

わ
せ
て
石
見
大
田
法
人
会
の

主
催
に
よ
り
会
館
仁
万
屋
に

お
い
て
、
十
一
月
十
四
日
�

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
参
加
団
体
十
二

チ
ー
ム
三
十
六
名
に
よ
り
団

体
戦
と
個
人
戦
が
競
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ク
イ
ズ
は
参
加

し
た
者
で
な
い
と
解
ら
な
い

緊
張
感
と
爽
快
感
が
あ
り
、

参
加
す
る
だ
け
で
知
ら
な
い

間
に
税
に
対
す
る
知
識
が
養

え
、
明
る
い
雰
囲
気
の
中
に

納
税
意
識
の
昂
揚
が
否
応
な

し
に
今
ま
で
以
上
に
更
に
高

ま
る
、
そ
の
よ
う
な
気
に
な

る
法
人
会
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。前

半
戦
は
三
チ
ー
ム
毎
に

よ
り
第
四
試
合
を
、
四
問
の

三
択
ク
イ
ズ
で
行
い
ま
す
。

全
員
が
ま
っ
た
く
理
解
し
て

い
な
い
よ
う
な
、
因
み
に
税

務
職
員
も
答
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
三
択
の
設
問
に
も
、
司

会
者
の
軽
妙
な
ヒ
ン
ト
と
誘

導
に
よ
り
不
安
な
が
ら
も
正

解
に
導
か
れ
、
緊
張
感
が
解

れ
て
い
き
ま
す
。
回
答
者
の

末
岡
正
明
石
見
大
田
税
務
署

長
、
寺
戸
隆
文
商
工
会
議
所

会
頭
、
勝
部
幸
吉
石
見
大
田

税
理
士
会
支
部
長
、
大
田
市

税
務
課
岩
谷
正
行
課
長
、
あ

す
て
ら
す
下
森
華
子
館
長
、

曽
田
道
生
第
十
六
回
税
金
博

士
の
詳
し
い
回
答
に
ホ
ッ
と

胸
を
撫
で
下
ろ
し
な
が
ら
全

員
が
全
問
正
解
と
な
り
ま
し

た
。さ

て
後
半
戦
は
う
っ
て
変

わ
っ
て
の
ノ
ー
ヒ
ン
ト
で
の

設
問
と
な
り
、
記
述
問
題
で

は
っ
き
り
と
優
劣
点
差
が
つ

い
て
き
ま
す
。
珍
解
答
、
迷

解
答
に
採
点
の
し
よ
う
も
な

い
な
が
ら
、
温
情
採
点
に
会

場
で
は
拍
手
喝
采
が
あ
り
、

和
や
か
の
う
ち
に
予
定
の
ク

イ
ズ
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

個
人
戦
で
は
決
勝
戦
で
の
決

着
を
付
け
る
こ
と
に
な
り
用

意
さ
れ
た
設
問
残
り
二
問
と

な
り
ま
し
た
が
、
無
事
決
着

を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

�税
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税金博士に島根中央信用金庫 
田中幸子  さん 

団体優勝は大田商工会議所女性会に輝く 



団
体
の
部
の
成
績

優
　
勝大

田
商
工
会
議
所
女
性
会

準
優
勝島

根
建
材
公
社

三
　
位ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
石
見
大
田

四
　
位大

田
市
役
所

五
　
位島

根
大
田
Ｊ
Ｃ

六
　
位東

和
建
設
チ
ー
ム

七
　
位

F
ace

to
F

ace

（
島
根
中
央
信
用
金
庫
）

１
０
９
５

（
ア
ク
サ
生
命
�
）

九
　
位サ

ン
キ

十
　
位チ

ー
ムY

E
G

（
商
工
会
議
所
青
年
部
）

十
一
位ぎ

ん
ち
ゃ
ん

（
石
見
銀
山
農
業
協
同
組
合
）

十
二
位税

ミ
ナ
ー
ル
教
師

（
山
陰
合
同
銀
行
大
田
）

個
人
の
部
の
成
績

優
　
勝田

中
幸
子
さ
ん

F
ace

to
F

ace

（
島
根
中
央
信
用
金
庫
）

準
優
勝勝

部
恵
美
子

大
田
商
工
会
議
所
女
性
会

三
　
位松

下
史
子

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
見
大
田

今
年
の
税
金
博
士
は
昨
年

に
引
き
続
き
島
根
中
央
信
用

金
庫
か
ら
の
排
出
と
な
り
ま

し
た
。
本
年
は
参
加
チ
ー
ム

が
例
年
よ
り
四
チ
ー
ム
少
な

く
三
チ
ー
ム
ご
と
の
対
戦
に

時
間
の
余
裕
を
持
ち
な
が
ら

の
戦
い
で
し
た
が
参
加
さ
れ

た
皆
様
に
は
ア
ッ
と
い
う
ま

の
三
時
間
で
し
た
。
来
年
に

む
け
日
頃
か
ら
納
税
意
識
を

も
っ
て
税
に
つ
い
て
関
心
を

払
い
な
が
ら
来
年
も
、
の
方

も
、
ま
た
は
、
来
年
こ
そ
は
、

の
方
も
、
上
位
を
目
指
し
て

参
加
し
て
下
さ
い
。
多
く
の

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
い
た

し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
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平
成
十
五
年
度
も
「
税
を

知
る
週
間
」
の
恒
例
行
事
で

あ
る
「
地
区
別
税
金
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
東
部
、
西
部
の
二
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両

地
区
共
、
ク
イ
ズ
方
式
の
問

題
で
は
笑
い
も
あ
り
の
な
ご

や
か
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

西
部
地
区

の
が
わ
や
旅
館十

一
月
十
日

石
見
大
田
税
務
署

末
岡
税
務
署
長

井
上
統
括
調
査
官

湯
浅
上
席
調
査
官

税
理
士
会

月
森
税
理
士

川
上
税
理
士

会
員
出
席
　
二
十
二
名

東
部
地
区

石
原
旅
館

十
一
月
十
一
日

石
見
大
田
税
務
署

末
岡
税
務
署
長

井
上
統
括
調
査
官

湯
浅
上
席
調
査
官

税
理
士
会

橘
税
理
士

竹
下
税
理
士

会
員
出
席
　
二
十
三
名

西
部
会
場
で
は
的
場
会
長

よ
り
、
長
び
く
景
気
低
迷
で

法
人
会
を
と
り
ま
く
環
境
は

き
び
し
い
が
、
石
見
大
田
法

人
会
で
は
三
百
九
十
六
社
、

五
七
・
二
％
の
加
入
率
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
貢
献

に
も
力
を
入
れ
た
い
と
挨
拶

が
あ
り
、
つ
づ
い
て
末
岡
署

長
よ
り
、
税
務
署
が
行
な
っ

て
い
る
税
を
知
る
週
間
行
事

に
つ
い
て
の
紹
介
を
含
め
た

挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
税

務
署
よ
り
、
法
人
税
関
係
法

令
の
改
正
点
に
つ
い
て
の
お

話
し
に
つ
づ
き
ビ
デ
オ
上
映

が
あ
り
、
恒
例
の
ク
イ
ズ
方

式
で
の
税
務
関
連
問
題
が
出

題
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

三
択
で
練
習
問
題
が
始
め
に

出
さ
れ
、
国
家
予
算
の
一
般

財
政
歳
入
総
額
や
、
プ
ロ
野

球
の
高
額
納
税
者
は
三
人
の

内
だ
れ
か
？
と
い
う
問
題
で

は
、
皆
顔
を
見
合
わ
せ
て
い

ま
し
た
が
、
本
番
が
始
ま
る

と
皆
さ
ん
正
解
者
が
多
く
、

二
十
三
問
目
で
一
・
二
・
三

位
が
決
ま
り
ま
し
た
。
温
泉

津
会
場
で
は
、
大
き
な
魚
の

セ
ッ
ト
で
、
そ
の
賞
品
を
お

世
話
さ
れ
た
と
の
理
由
で
、

二
位
の
�
小
川
商
店
の
小
川

朱
美
さ
ん
は
入
賞
を
辞
退
さ

れ
ま
し
た
。

東
部
会
場
で
も
、
な
ご
や

か
な
ム
ー
ド
の
中
進
行
さ
れ

ま
し
た
。
次
回
か
ら
も
、

も
っ
と
東
部
か
ら
追
加
が
あ

れ
ば
、
多
く
の
方
に
出
席
い

た
だ
き
、
こ
の
ム
ー
ド
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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税
を
知
る
週
間
行
事

11
月
11
日
か
ら

11
月
17
日
ま
で

＝
地
区
別
ミ
ニ
税
金
フ
ォ
ー
ラ
ム
＝

西
部
会
場
│
│
│
│

東
部
会
場
│
│
│
│

三
　
位

�
小
川
商
店

小
川
雅
代
さ
ん

準
優
勝

�
植
田
工
務
店

植
田
静
子
さ
ん

優
　
勝

�
河
村
畳
店

河
村
賢
治
さ
ん

三
　
位

�
島
根
建
材
公
社

寺
戸
由
美
さ
ん

準
優
勝

東
和
建
設
工
業
�

波
多
野
立
大
さ
ん

優
　
勝

�
山
　
組

山
田
憂
子
さ
ん



当
社
で
は
、
い
わ
ゆ
る
慶

弔
規
程
と
い
う
も
の
が
な
く

そ
の
つ
ど
社
長
の
判
断
に
よ

り
支
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
支
出
し
た
場
合
に
は

一
定
の
基
準
に
従
わ
な
い
も

の
と
し
て
、
福
利
厚
生
費
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
の
で
し

よ
う
か
。

中
小
企
業
に
あ
っ
て
は
、

社
内
規
程
な
ど
で
、
従
業
員

の
慶
弔
、
禍
福
に
際
し
て
支

給
す
る
祝
金
、
見
舞
金
等
に

つ
い
て
一
定
の
支
給
基
準
を

定
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
法
人
で
は
、
支
給
す
る
慶

弔
費
用
等
は
交
際
費
扱
い
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
支
給
額

が
社
会
通
念
上
相
当
な
金
額

で
あ
れ
ば
、
福
利
厚
生
費
と

し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
一
定
の
支
給
基

準
に
従
っ
て
支
給
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
も
、
社
会
通
念

上
相
当
な
金
額
を
超
え
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
そ
の
支
給

を
受
け
た
従
業
員
に
対
す
る

賞
与
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

当
社
は
、
創
立
三
十
周
年

に
当
た
る
こ
と
か
ら
従
業
員

を
対
象
と
し
た
創
立
記
念
式

典
を
挙
行
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
社
内
に
は
適
当
な
場

所
が
な
い
た
め
、
近
く
の
会

場
を
借
り
て
式
典
を
行
う
と

と
も
に
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
式
典
等
に
要
す
る
費
用
は

そ
の
式
典
が
社
内
で
行
わ
れ

な
い
た
め
交
際
費
等
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

創
立
記
念
日
等
に
際
し
、

従
業
員
に
お
お
む
ね
一
律
に

社
内
に
お
い
て
供
与
さ
れ
る

通
常
の
飲
食
に
要
す
る
費
用

は
、
交
際
費
等
に
は
含
ま
れ

な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
「
社
内
に
お
い

て
」
と
は
、
必
ず
し
も
社
内

に
お
い
て
供
与
さ
れ
る
こ
と

を
い
う
の
で
は
な
く
、
供
与

さ
れ
る
飲
食
に
要
す
る
費
用

の
程
度
を
説
明
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
社
内

に
適
当
な
場
所
が
な
い
た
め

社
外
で
行
う
場
合
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
内
容
が
社
内
で
行

う
場
合
と
同
程
度
の
も
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
費
用
は
交
際

費
等
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
パ
ー
テ
ィ
ー
で

取
引
先
や
同
業
者
を
ホ
テ
ル

に
招
き
、
従
業
員
も
参
加
さ

せ
た
場
合
で
は
、
そ
の
パ
ー

テ
ィ
ー
の
た
め
に
支
出
し
た

費
用
の
全
額
が
交
際
費
と
な

り
、
従
業
員
分
だ
け
を
福
利

厚
生
費
と
し
て
差
し
引
く
と

い
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
会
社
が
負
担
す
る
忘

年
会
等
の
費
用
は
通
常
は
福

利
厚
生
費
で
す
が
役
員
の
み

ま
た
は
一
部
の
社
員
の
み
の

場
合
は
、
交
際
費
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
ま
た
特
定
の
人
だ
け

二
次
会
へ
、
と
な
る
と
、
社

内
交
際
費
と
な
る
よ
う
で
す
。

当
社
も
ゴ
ル
フ
愛
好
家
が

多
く
な
り
こ
の
た
び
社
内
で

コ
ン
ペ
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
従
業
員
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

行
う
も
の
で
す
が
、
福
利
厚

生
費
と
し
て
差
し
支
え
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
取
引
先

で
行
う
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
従

業
員
が
参
加
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
そ
の
際
の
参
加
費

は
全
額
会
社
負
担
と
し
て
い

ま
す
が
こ
の
費
用
の
取
扱
い

は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

専
ら
従
業
員
の
慰
安
の
た

め
に
行
わ
れ
る
運
動
会
、
演

芸
会
、
旅
行
等
の
た
め
に
通

常
要
す
る
費
用
は
福
利
厚
生

費
と
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

こ
こ
で
い
う
従
業
員
の
慰
安

の
た
め
と
は
、
全
従
業
員
を

対
象
と
し
た
場
合
と
考
え
ら

れ
ま
す
か
ら
、
一
部
の
従
業

員
し
か
参
加
で
き
な
い
社
内

コ
ン
ペ
を
行
う
た
め
の
費
用

は
福
利
厚
生
費
と
は
な
り
ま

せ
ん
。
プ
レ
ー
す
る
費
用
に

つ
い
て
は
、
原
則
的
に
は
そ

の
プ
レ
ー
を
行
っ
た
者
に
対

す
る
給
与
（
賞
与
）
と
な
り

ま
す
。
役
員
で
あ
る
と
き
は

役
員
賞
与
と
な
る
た
め
損
金

の
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

ま
た
、
取
引
先
で
行
う
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
に
従
業
員
が
参
加

す
る
場
合
の
プ
レ
ー
代
は
、

会
社
業
務
に
関
係
の
あ
る
費

用
で
す
の
で
交
際
費
等
に
該

当
し
ま
す
。（
文
責
編
集
部
）
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利
厚
生
費
の
取
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い



大
正
四
年
（
一
九
一
五

年
）
に
大
田
市
駅
（
開
業
当

時
は
石
見
大
田
駅
）
が
開
業

し
て
か
ら
平
成
十
五
年
で
満

八
十
八
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
駅
を
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
、
た
く
さ
ん
の

皆
様
に
深
く
感
謝
を
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
心
か
ら
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
時
の
記
録
か
ら
、
鉄
道

開
通
は
多
く
の
住
民
の
方
々

の
念
願
で
あ
り
、
喜
び
も
大

き
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

鉄
道
開
通
の
歴
史
や
大
田

市
駅
開
業
か
ら
を
振
り
返
っ

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。世

界
で
始
め
て
旅
客
輸
送

と
し
て
鉄
道
が
開
通
し
た
の

は
、
天
保
年
（
一
八
二
五

年
）
に
イ
ギ
リ
ス
の
リ
バ

プ
ー
ル
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

間
四
九
・
六
㎞
で
あ
り
ま
し

た
。
日
本
に
鉄
道
知
識
を
普

及
紹
介
し
た
の
は
、
海
外
渡

航
者
の
人
々
た
ち
と
書
物
、

新
聞
で
あ
り
、
渡
航
者
の
最

初
は
漂
流
し
て
ア
メ
リ
カ
に

行
っ
た
中
浜
万
次
郎
氏
、
次

い
で
浜
田
彦
蔵
氏
で
、
使

命
、
留
学
生
と
し
て
そ
の
他

数
名
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

書
物
と
し
て
は
、
福
沢
諭

吉
著
「
西
洋
事
情
」、
中
浜

万
次
郎
氏
の
「
漂
流
記
」
等

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

明
治
五
年
十
月
十
四
日
の

新
橋
・
横
浜
間
鉄
道
の
開
通

と
と
も
に
鉄
道
が
延
長
さ

れ
、
明
治
三
十
四
年
に
東

京
・
下
関
間
の
開
通
、
日
本

鉄
道
株
式
会
社
に
よ
っ
て
同

年
に
は
東
京
・
青
森
間
の
敷

設
に
成
功
し
、
前
後
し
て
国

内
各
地
に
建
設
が
進
み
ま
し

た
。
日
清
戦
争
後
は
私
設
鉄

道
の
黄
金
時
代
と
も
言
わ
れ

ま
し
た
。
鉄
道
敷
設
事
業
は

経
済
の
動
脈
で
あ
る
と
と
も

に
、
国
防
上
か
ら
も
重
要
で

あ
っ
た
の
で
、
政
府
は
「
鉄

道
敷
設
法
」
を
制
定
し
て
建

設
計
画
を
樹
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
り
山
陰
地

方
で
は
明
治
三
十
五
年
十
一

月
一
日
、
境
（
現
境
港
駅
）

〜
御
来
屋
間
（
三
十
六
・
七

㎞
）
が
開
業
し
山
陰
鉄
道
の

歴
史
の
幕
が
開
け
ま
し
た
。

開
業
時
の
駅
は
六
駅
で
同
区

－ 14－

○
鉄
道
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ま
り

○
山
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通
ま
で
の
経
過

大田町に乗合自動車開業



間
を
一
時
間
三
十
三
分
で
結

び
一
日
四
往
復
の
陸
蒸
気
が

走
り
ま
し
た
。

明
治
三
十
九
年
三
月
三
十

一
日
、
鉄
道
国
有
法
が
公
布

さ
れ
、
民
営
鉄
道
の
買
収
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

山
陰
線
の
工
事
は
東
西
か

ら
進
め
ら
れ
、
明
治
四
十
五

年
三
月
一
日
に
京
都
〜
今
市

（
現
出
雲
市
駅
）
が
全
線
開

通
し
て
い
ま
す
。

明
治
四
十
四
年
十
月
に
鉄

道
敷
設
法
の
第
一
期
線
に
加

え
ら
れ
た
「
今
市
〜
浜
田
」

間
は
浜
田
線
と
し
て
実
測
が

開
始
さ
れ
、
翌
明
治
四
十
五

年
二
月
、
出
雲
今
市
か
ら
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。

浜
田
線
は
工
区
を
十
二
に

分
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
初

の
工
区
は
今
市
か
ら
江
南
ま

で
の
八
・
九
㎞
の
区
間
で
、

大
正
二
年
十
一
月
二
日
に
開

通
し
ま
し
た
。

小
田
〜
田
儀
間
は
明
治
四

十
五
年
七
月
に
着
工
、
田
儀

〜
波
根
間
は
同
じ
年
の
大
正

一
年
九
月
に
着
工
し
ま
し
た

が
、
岩
礁
の
多
い
海
岸
線
に

加
え
地
質
の
悪
さ
等
か
ら
難

工
事
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
工
事
計
画
の

変
更
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
工

事
の
遅
れ
や
、
工
事
予
算
も

三
年
間
計
上
さ
れ
な
い
事
態

と
な
り
、
事
態
を
重
視
し
た

島
根
県
議
会
は
大
正
二
年
十

二
月
、「
山
陰
鉄
道
速
成
に

関
す
る
意
見
書
」
を
内
務
大

臣
原
敬
氏
に
提
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
石
見
で
も
恒
松

隆
慶
氏
を
中
心
に
各
町
村
長

や
有
志
が
帝
国
議
会
に
請
願

を
行
い
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て

工
事
は
続
行
さ
れ
ま
し
た
。

小
田
か
ら
大
田
ま
で
の
工

事
予
算
は
百
十
九
万
円
で
あ

り
ま
し
た
が
、
小
田
か
ら
波

根
ま
で
の
十
一
・
四
㎞
の
工

区
で
一
・
六
㎞
（
一
マ
イ

ル
）
当
り
三
十
万
円
を
費
や

す
難
工
事
で
、
小
田
〜
波
根

間
は
予
定
よ
り
百
二
十
日
遅

れ
て
竣
工
し
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

小
田
〜
石
見
大
田
（
現
大

田
市
駅
）
間
十
七
・
一
�
の

鉄
道
は
大
正
四
年
七
月
十
一

日
に
開
通
し
て
い
ま
す
。

大
田
か
ら
の
路
線
は
当

初
、
銀
山
で
栄
え
た
大
森
町

へ
入
り
、
湯
里
に
近
い
西
田

を
通
っ
て
、
都
治
、
浅
利
、

江
の
川
を
通
り
江
津
に
至
る

計
画
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
路
線
は
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削

が
多
く
工
事
費
が
か
さ
む
こ

と
か
ら
海
岸
線
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
難
工
事
の
末

に
、
浜
田
線
と
し
て
出
雲
今

市
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
か

ら
十
年
と
い
う
長
い
歳
月
を

経
て
浜
田
線
は
開
通
し
ま
し

た
。

大
正
二
年
十
一
月
二
十
一
日

出
雲
今
市
・
小
田
間

大
正
四
年
七
月
十
一
日

小
田
・
石
見
大
田
間

大
正
六
年
五
月
十
五
日

石
見
大
田
・
仁
万
間

大
正
七
年
十
一
月
二
十
五
日

仁
万
・
浅
利
間

大
正
九
年
十
二
月
二
十
五
日

浅
利
・
都
野
津
間

大
正
十
年
九
月
一
日

都
野
津
・
浜
田
間

前
述
の
よ
う
に
、
開
業
は

大
正
四
年
七
月
十
一
日
で

す
。
山
陰
本
線
京
都
駅
を
起

点
と
し
て
四
一
八
・
七
五
㎞

に
位
置
し
ま
す
。

大
正
四
年
七
月
に
駅
舎
を
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○
今
市
（
出
雲
市
）
以
西

の
着
工

大田町初のハイヤー

○
大
田
市
駅
に
つ
い
て



竣
工
し
て
か
ら
そ
の
後
駅
事

務
室
、
待
合
室
の
拡
張
工
事

等
を
何
度
か
繰
り
返
し
、
昭

和
四
十
五
年
十
二
月
六
日
に

駅
舎
を
新
築
し
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

駅
名
は
開
業
時
か
ら
「
石

見
大
田
駅
」
と
し
て
営
業
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
四

十
六
年
二
月
一
日
に
「
大
田

市
駅
」
に
改
称
し
て
い
ま

す
。
ま
た
昭
和
四
十
八
年
六

月
二
十
五
日
か
ら
「
み
ど
り

の
窓
口
」
と
し
て
指
定
券
類

を
取
扱
う
窓
口
業
務
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

駅
長
在
籍
は
、
国
鉄
時

代
は
初
代
か
ら
三
十
八
代

ま
で
で
、
Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て

か
ら
は
現
在
で
七
代
（
国

鉄
三
十
八
代
が
Ｊ
Ｒ
初
代

駅
長
）
で
す
。

こ
の
よ
う
に
歴
史
の
あ

る
大
田
市
駅
で
す
が
、
駅

周
辺
は
大
田
市
都
市
区
画

整
備
事
業
に
よ
り
整
備
さ

れ
大
変
き

れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

そ
れ
と
は
反

対
に
年
代
を

感
じ
さ
せ
る

駅
舎
と
な
っ

て
い
ま
す

が
、
大
田
市

駅
に
は
貴
重

な
産
業
技
術

遺
産
が
あ
る

こ
と
が
、
職

業
能
力
開
発

総
合
大
学
校

の
先
生
の
調

査
で
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
跨
線
橋
に
使
わ
れ

て
い
る
鋳
鉄
製
門
柱
で
、
上

り
ホ
ー
ム
階
段
右
側
門
柱
の

線
路
側
面
に
「I.G
.R
.

M
A
K
E
R
S
K
O
B
E
1890

」

と
陽
刻
（
鋳
出
し
文
字
）
が

あ
り
ま
す
。

内
容
は
、I.G

.R
.

は
明
治

時
代
の
帝
国
鉄
道
庁
の
英
語

略
記
、M

A
K
E
R
S
K
O
B
E

は
神
戸
工
場
、1890

は
製
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開業当時の駅前

開業当時の駅構内

開業当時の列車運行図表



造
年
を
示
し
て
お
り
、
今
か

ら
百
十
四
年
前
の
も
の
と
な

り
ま
す
。

日
本
に
残
る
鋳
鉄
製
支
柱

の
現
存
「
最
古
」
の
存
在

で
、
産
業
考
古
学
上
か
ら
重

要
な
も
の
と
い
う
こ
と
で

す
。山

陰
線
も
高
速
化
が
進

み
、
昨
年
十
月
に
は
鳥
取
か

ら
益
田
ま
で
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
様
々
な
歴

史
が
刻
ま
れ
た
大
田
市
駅
を

今
後
と
も
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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700系車両

ＪＲ西日本会社概要 
【会 社 名】 西日本旅客鉄道株式会社 
 West Japan Railway Company 
【本社所在地】 〒５３０‐８３４１大阪市北区芝田二丁目４番２４号 
【設 立】 昭和６２年４月１日 
【発行済株式数】 ２００万株 
【主な事業内容】 （１）旅客鉄道事業及び海上運送事業 
 （２）関連事業（不動産賃貸業等） 
 （３）その他（病院等） 
【資 本 金】 １，０００億円 
【社 員 数】 ３４，５６０人 

【船舶】 
航路区間 宮島航路 
 （宮島口～宮島）１．８㎞ 
船 舶 数 ３隻 
輸送人員 ２２６百万人 

【鉄道】 
鉄道キロ数 ５，０７８．３㎞ 
 内訳 新幹線６４４．０㎞（１線区） 
  在来線４，４３４．４㎞（５０線区） 
駅　　　数 １，２３４駅 
車　両　数 ６，６４３両 
輸 送 人 員 １，７８６百万人（一日平均４８５万人） 
 内訳 新幹線５６百万人 
  在来線１，７３０百万人 

大田市駅は、米子支社浜田鉄道部エリア内にあります。 
【浜田鉄道部管轄エリア】 
山陰本線 西出雲～益田間１２５．１㎞ 
三 江 線 江津～三次間１０８．１㎞ 
合　　計 ２３３．２㎞ 



（大田市駅で発売をしています。） 

便利でお得なトクトクきっぷのご案内 

東京方面 

大阪方面 

◆東京往復割引きっぷ◆ 
【東京往復の乗車券・特急券・寝台券がセットになっています。】 
　特急出雲号のＢ寝台、又はスーパーやくも・やくも号、
新幹線（のぞみ・ひかり）の普通車指定席が利用できます。 

◆大阪往復割引きっぷ◆ 
【大阪往復の乗車券・特急券がセットになっています。】 
　特急スーパーやくも・やくも号と新幹線（のぞみ・ひ
かり・こだま）の普通車指定席で往復できます。 

全国をご利用 

◆フルムーン夫婦グリーンパス◆ 
　年齢の合計が88歳以上のご夫婦なら、ＪＲ全線の
グリーン車すべて乗り降り自由のきっぷです。 

◆ジパング倶楽部会員◆ 
　男性は満65歳以上、女性は満60歳以上、また、ご夫
婦の場合はどちらかが満65歳以上なら配偶者の方
は年齢に関係なくご一緒に入会できます。 
　日本全国、ＪＲ運賃・料金が最高3割引になります。 

◆大阪往復やくもグリーンきっぷ◆ 
【大阪往復の乗車券・やくも号グリーン券・特急券がセットになっています。】 
　特急スーパーやくも・やくも号のグリーン車指定席と新幹
線（のぞみ・ひかり・こだま）の普通車指定席で往復できます。 

◆岡山往復割引きっぷ◆ 
【岡山往復の乗車券・特急券がセットになっています。】 
　特急スーパーやくも・やくも号の普通車指定席で
往復できます。 

5日間用 ￥80,500
7日間用 ￥99,900
12日間用 ￥124,400

ご加入別 お求めの回数 割引率 

新規加入 

継続加入 

1回～3回 2割引 

4回～20回 3割引 
1回～20回 3割引 

ＪＲ特急指定席利用の往復乗車券と、観光・体験又は食事券をセットにしたおトクなプランです。 
現在設定中のものは次のとおりです。 

◆ふくフク日帰りエクスプレス◆ 

◆かにカニ日帰りエクスプレス◆ 

◆足立美術館健康食日帰りエクスプレス◆ 

◆岡山わくわくゴルフ日帰りエクスプレス◆ 

往復ＪＲ 下関ふく料理 

大田市駅発…￥14,240

往復ＪＲ 鳥取・皆生カニ料理 

大田市駅発…￥7,930より 

往復ＪＲ 足立美術館入館券 お食事券（入浴付） 

大田市駅発…￥8,220

往復ＪＲ ゴルフプレー券 

出雲市駅発…￥14,700より 

詳しくは、大田市駅にお問合せ下さい。 
電話 0854-82-0891 
FAX 0854-84-5770

◆ふくフク日帰りエクスプレス◆ 

◆かにカニ日帰りエクスプレス◆ 

◆足立美術館健康食日帰りエクスプレス◆ 

◆岡山わくわくゴルフ日帰りエクスプレス◆ 

◆ふくフク日帰りエクスプレス◆ 

◆かにカニ日帰りエクスプレス◆ 

◆足立美術館健康食日帰りエクスプレス◆ 

◆岡山わくわくゴルフ日帰りエクスプレス◆ 

出雲市駅発…￥35,000

出雲市駅発…￥12,640

出雲市駅発…￥16,000

出雲市駅発…￥11,000

出雲市駅発…￥35,000

出雲市駅発…￥12,640

出雲市駅発…￥16,000

出雲市駅発…￥11,000

※掲載料金は大人の料金です。 
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去
る
十
一
月
二
十
日
・
二

十
一
日
鹿
児
島
市
の
城
山
観

光
ホ
テ
ル
を
会
場
に
し
て
、

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
先
立
ち
二
日
間
に

わ
た
り
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
第
一
部
に
お
い
て

「
若
き
経
営
者
た
ち
よ
、
立
ち

上
が
れ
！
今
こ
そ
決
断
の
時
、

熱
き
想
い
で

自
己
改
革

を
」
自
分
を

変
え
、
企
業

を
変
え
、
社

会
を
か
え
よ

う
、
を
テ
ー

マ
に
「
わ
が

国
の
税
制
の

現
状
と
課

題
」
と
題
し

財
務
省
主
税

局
企
画
官
、

藤
城
眞
氏
に

よ
る
基
調
講

演
を
拝
聴

し
、
二
日
目

の
第
二
部
に

お
い
て
、
二
十
一
世
紀
に
ふ

さ
わ
し
い
社
会
と
企
業
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
求
め
る
と
と
も
に
、

変
革
は
ま
ず
自
分
か
ら
と
い

う
想
い
の
も
と
、
今
の
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
税
の
あ
り
方
、

次
代
に
あ
る
べ
き
税
の
姿
を

中
心
に
協
議
が
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
分
科
会
に
お
い

て
宮
崎
緑
氏
の
「
時
代
の
ト

レ
ン
ド
を
読
む
」
と
題
し
た

講
演
を
女
性
と
し
て
の
感
性

と
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

の
流
暢
な
淀
み
な
い
話
に
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。

大
会
は
式
典
、
懇
親
会
と

全
国
の
会
員
の
交
流
と
親
睦

を
深
め
つ
つ
終
了
し
ま
し

た
。大

会
は
会
場
が
手
狭
な
感

が
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
交
流
を
は
か
る
に
は
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
次
回
は
鳥
取
県
の

開
催
で
す
。
鳥
取
の
Ｐ

Ｒ
は
素
晴
ら
し
く
感
動

を
よ
び
ま
し
た
。
島
根

県
は
隣
県
と
し
て
協
力

要
請
が
あ
り
そ
う
で

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
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第
17
回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
　
鹿
児
島
大
会

青
年
部
だ
よ
り

こ
の
度

の
総
会
の

決
議
に
よ

り
、
齊
藤

寛
会
長
の
後
任
と
し
て
、
青

年
部
の
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま

す
が
、
当
会
の
運
営
の
重
責

を
自
覚
し
努
力
す
る
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
。

暮
ら
し
と
税
金
の
関
係
は

深
く
、
本
会
入
会
以
来
私
は

税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
諸

会
議
を
通
し
て
多
く
を
研
鑚

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
会

の
活
動
経
験
が
本
業
発
展
に

役
立
つ
も
の
と
確
信
し
尽
力

致
し
ま
す
の
で
、
親
会
並
び

に
青
年
部
の
皆
様
方
に
は
歴

代
の
会
長
同
様
に
、
ご
支
援

ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

就
任
の
挨
拶

法
人
会
青
年
部
会
長
　
三
　
谷
　
　
基



－ 20－

企
業
訪
問

Ｊ
Ｆ
和
江

（
和
江
漁
業
協
同
組
合
）

月
　
森

陸

〈
概
要
〉

設

立

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日

所

在

地

大
田
市
静
間
町
二
〇
七
五

組
合
員
総
数

百
七
十
六
名

出

資

金

九
四
、
五
八
一
千
円

役

員

十
名
（
理
事
七
名
・
監
事
三
名
）

職

員

十
一
名

事
業
種
目

販
売
事
業
、
購
買
事
業
、
共
済
事
業
、
製
氷

事
業
、
利
用
事
業
、
指
導
事
業
、
加
工
事
業

h
ttp
://w

w
w
2
.o
c
n
.n
e
.jp
/̃w
a
e
fu
/

代
表
理
事
組
合
長

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
に

前
身
の
和
江
漁
業
会
か
ら
和

江
漁
業
協
同
組
合
が
誕
生

し
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月

魚
津
漁
業
協
同
組
合
と
合
併

し
、
ま
も
な
く
五
十
五
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
こ
と
は
、
組
合
員
、

役
職
員
に
と
り
ま
し
て
大
き

な
喜
び
で
あ
り
、
誇
り
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
当

Ｊ
Ｆ
和
江
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
賜
物
と
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。



当
漁
協
は
約
二
十
三
㎞
に

及
ぶ
大
田
市
海
岸
の
ほ
ぼ
中

央
部
に
位
置
し
、
漁
業
種

は
、
小
型
底
び
き
網
、
シ
イ

ラ
漬
け
、
沖
合
バ
イ
籠
、
ア

ナ
ゴ
籠
、
ア
マ
ダ
イ
延
縄
、

イ
カ
釣
、
一
本
釣
等
の
漁
業

が
行
わ
れ
平
成
十
四
年
度
の

取
扱
は
、
二
千
七
百
ト
ン
、

十
三
億
円
を
水
揚
げ
し
た
、

こ
れ
は
、
大
田
市
全
体
の
約

五
〇
％
を
占
め
、
市
内
で
最

も
漁
業
の
盛
ん
な
所
で
あ

る
。特

に
、
小
型
底
び
き
網
漁

業
は
、
県
内
で
も
当
漁
協
が

最
も
盛
ん
で
、
二
十
四
隻
が

九
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
操

業
し
、
平
成
十
四
年
度
は
、

二
千
四
百
ト
ン
、
十
一
億
円

を
水
揚
げ
し
た
、
こ
れ
は
当

漁
協
の
総
水
揚
げ
額
の
八

七
％
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
小
型
底
び
き
網
漁

業
は
、
他
の
漁
業
と
比
べ
後

継
者
に
も
恵
ま
れ
島
根
県
中

央
部
の
基
幹
漁
業
と
し
て
発

展
し
て
い
る
。

輸
入
水
産
物
の
増
加
に
よ

り
、
水
産
物
の
国
内
自
給
率

は
、
五
三
％
（
平
成
十
二
年

度
）
に
ま
で
低
下
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
流
通
形
態
の
変

化
や
景
気
の
低
迷
に
よ
る
魚

価
安
が
依
然
と
し
て
続
い
て

お
り
、
漁
業
経
営
や
漁
村
経

済
へ
の
影
響
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

〔
漁
業
環
境
〕

〔
漁
業
の
状
況
〕
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一
方
、
漁
業
者
の
減
少
及

び
高
齢
化
が
一
段
と
進
行
し

て
お
り
、
全
国
約
二
十
七
万

人
の
漁
業
者
の
う
ち
六
十
五

才
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る

割
合
は
三
二
％
に
も
達
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
多

く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
水
産
資
源
の
適
切
な
管

理
や
安
定
的
な
供
給
等
に
つ

い
て
漁
協
の
機
能
を
十
分
に

発
揮
し
、
消
費
者
に
安
全
で

安
心
で
き
る
食
糧
供
給
を
す

る
こ
と
に
、
使
命
感
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

水
産
物
の
生
産
や
漁
家
経

営
を
指
導
す
る
指
導
事
業
、

漁
獲
物
の
販
売
を
行
う
販
売

事
業
、
漁
労
機
材
、
資
材
等

を
供
給
す
る
購
買
事
業
、
加

入
者
の
補
償
を
提
供
す
る
共

済
事
業
、
地
産
地
消
運
動
や

地
域
特
産
品
作
り
の
加
工
事

業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
和
江
地
区
の
特
産
品
と
し

て
は
、
ス
ト
カ
マ
ボ
コ
が
有

名
で
す
が
、
近
年
原
料
を
ス

ケ
ソ
ウ
タ
ラ
に
移
行
し
て
き

ま
し
た
。
漁
協
と
し
て
は
、

近
海
の
原
魚
を
使
用
し
た
カ

マ
ボ
コ
を
復
活
さ
せ
、
海
の

特
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー
で
製

造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鮮
魚
や
乾
魚
に
つ

き
ま
し
て
も
豊
富
な
種
類
を

誇
り
、
宅
配
便
に
て
地
方
発

送
を
行
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
食
材
を
提

供
す
る
こ
と
は
、
漁
業
の
原

点
・
使
命
で
も
あ
り
ま
す
、

地
産
・
地
消
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
地
域
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
特
産
品
〕

〔
事
業
は
〕
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漁
協
青
年
部
、
女
性
部
に

よ
る
海
浜
清
掃
活
動
、
海
と

森
を
つ
な
ぐ
漁
民
の
森
植
樹

活
動
、
都
会
と
田
舎
を
つ
な

ぐ
山
村
留
学
へ
の
協
力
、
市

内
小
中
学
校
の
体
験
授
業
の

受
け
入
れ
や
、
漁
業
際
の
開

催
、
市
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

参
加
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。平

成
十
三
年
六
月
の
水
産

基
本
法
の
成
立
を
受
け
、
平

成
十
四
年
三
月
に
は
、
水
産

物
自
給
率
の
向
上
目
標
を
含

む
水
産
業
基
本
計
画
が
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

昨
今
の
、
輸
入
牛
肉
の
Ｂ

Ｓ
Ｅ
、
輸
入
野
菜
の
農
薬
残

留
、
養
殖
魚
の
抗
生
物
質
使

用
等
、
食
の
安
全
性
に
つ
い

て
の
、
国
民
的
な
関
心
の
高

ま
り
の
中
で
、
�
安
全
で
安

心
な
水
産
物
の
供
給
体
制
の

構
築
。
�
水
産
業
の
構
造
改

革
（
資
源
の
回
復
、
漁
業
経

営
体
質
の
強
化
な
ど
）。
�

都
市
と
漁
村
の
共
生
・
対
流

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
等
を

柱
と
し
た
、
新
た
な
水
産
政

策
の
展
開
に
期
待
が
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

都
会
の
家
庭
に
は
、
魚
を

さ
ば
く
包
丁
が
な
い
と
言
わ

れ
、
子
供
達
は
魚
の
姿
を
知

ら
ず
、
切
り
身
で
パ
ッ
ク
に

入
っ
て
泳
い
で
い
る
と
、
信

じ
て
い
る
と
言
う
よ
う
な
、

笑
え
ぬ
話
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
給
食
な
ど
を
中
心

に
、
骨
の
な
い
魚
の
需
要
が

急
激
に
伸
び
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
日
本
で
取
れ
た

魚
を
、
中
国
な
ど
に
運
び
、

人
の
手
に
よ
っ
て
骨
を
抜

き
、
逆
輸
入
し
て
販
売
す
る

こ
れ
が
魚
流
通
の
実
態
だ
と

も
聞
き
ま
す
。

食
品
の
産
地
表
示
の
徹
底

や
、
地
産
地
消
や
食
育
運
動

の
高
ま
り
に
よ
り
、
我
々
の

沿
岸
漁
業
が
見
直
さ
れ
、
わ

れ
わ
れ
の
漁
獲
し
た
、
新
鮮

で
安
全
な
魚
を
求
め
る
時
代

が
必
ず
到
来
す
る
こ
と
を
信

じ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。

〔
将
来
展
望
〕

〔
社
会
的
貢
献
〕
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十
五
年
度
税
制
改
正
に
よ

る
消
費
税
も
い
よ
い
よ
適
用

の
開
始
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
前
号
に
載
せ
た
の
と
重

複
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
消
費
税
と
そ
れ
に
関
し

た
こ
と
を
記
載
し
ま
す
。

税
込
表
示
の
こ
と
で
す
。

今
迄
は
、
値
札
や
チ
ラ
シ
、

カ
タ
ロ
グ
等
に
商
品
等
の
価

格
を
表
示
す
る
際
、
税
抜
き

税
込
ど
ち
ら
の
方
法
を
採
用

す
る
か
各
事
業
者
の
判
断
に

任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
十
五
年
度

の
税
制
改
正
に
よ
り
、
消
費

者
に
店
頭
や
広
告
（
チ
ラ
シ

や
ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）
で
商
品
等

の
価
格
を
あ
ら
か
じ
め
表
示

す
る
場
合
に
は
、
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
を
含
め
た
価

格
の
表
示
を
行
う
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

消
費
税
の
課
税
事
業
者
で

す
。不

特
定
多
数
の
者
（
一
般

消
費
者
）
と
の
資
産
の
譲
渡

貸
付
及
役
務
の
提
供
で
、
い

わ
ゆ
る
課
税
取
引
を
行
う
の

に
際
し
て
あ
ら
か
じ
め
そ
の

取
引
の
価
格
を
表
示
す
る
場

合
で
す
。

消
費
者
が
一
目
で
支
払
金

額
が
分
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
も
の
で
す
か
ら
、
事
業
者

間
で
個
々
の
契
約
や
注
文
に

基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
取
引

は
、
総
額
表
示
義
務
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
口
頭
に
よ
る
価
格

の
提
示
は
、
総
額
表
示
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
し
、
も
と

も
と
店
頭
等
に
価
格
を
表
示

し
て
い
な
か
っ
た
事
業
者
に

対
し
て
表
示
を
強
制
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
価
格
表
示
が
行
な

わ
れ
る
の
は
、
商
品
の
選
択

時
（
値
札
等
）
と
代
金
の
決

等
時
（
レ
シ
ー
ト
等
）
が
あ

り
ま
す
が
、
総
額
表
示
義
務

の
対
象
と
な
る
の
は
、
商
品

等
の
選
択
時
の
価
格
表
示
で

す
。

�
総
額
表
示
の
例

左
記
の
表
示
例
の
よ
う

に
、
消
費
税
額
を
含
む
支
払

総
額
が
表
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。

ス
ー
パ
ー
等
で
値
引
販
売

す
る
場
合
、「
○
％
割
引
」

又
は
「
○
円
引
き
」
と
す
る

表
示
は
総
額
表
示
の
対
象
と

な
ら
ず
、
値
引
前
の
価
格
は

総
額
表
示
と
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
値
引

後
の
金
額
も
表
示
す
る
場
合

は
、
値
引
後
の
総
額
表
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

量
売
り
、
一
定
単
位
の
価

格
表
示
、
不
動
産
の
仲
介
手

数
料
等
は
、
最
終
的
な
取
引

価
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

事
実
上
、
そ
の
取
引
価
格
を

表
示
し
て
い
る
も
の
と
な

り
、
総
額
表
示
義
務
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

�

単
価
、手
数
料
の
表
示
は

�

値
引
販
売
の
価
格
表
示

�

対
象
と
な
る
取
引
は

�

対
象
者
は

�

い
つ
か
ら

�

総
額
表
示
と
は
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消消消消

費費費費

税税税税

総
額
表
示
の
義
務

本体価格980円の商品の総額表示 

本体価格又は税額を併記 

� 1,029円 （本体価格980円） 
� 1,029円 （本体980円 税49円） 
� 1,029円 （内消費税49円） 
� 980円 （税込1,029円） 

総額のみ 

�1,029円 
�1,029円（税込） 

表　示　例 
（税抜表示） （総額表示） 

肉 100� 300円 � 100� 315円 

ガソリン・灯油 1� 100円 � 1� 105円 

駐車場 1月 5,000円 � 1月 5,250円 

不動産仲介手数料  売買価格の3％ � 売買価格の3.15％ 



製
造
業
者
、
卸
売
業
者
、

輸
入
総
代
理
店
等
の
小
売
業

以
外
の
者
が
、
自
己
供
給
す

る
商
品
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ

る
「
希
望
小
売
価
格
」
を
設

定
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
「
希
望
小
売
価

格
」
は
、
事
業
者
が
消
費
者

に
対
し
て
行
う
価
格
表
示
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
総
額

表
示
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。し

か
し
、
小
売
店
が
製
造

業
者
等
が
表
示
し
た
税
抜
き

の
希
望
価
格
を
自
店
の
小
売

価
格
と
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
価
格
は
総
額
表
示
義
務

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

小
売
店
に
お
い
て
、
棚
札
等

に
税
込
価
格
を
表
示
す
る
必

要
が
生
じ
て
き
ま
す
。
そ
う

し
た
点
を
踏
ま
え
、
製
造
業

者
等
と
協
議
し
て
、「
希
望

小
売
価
格
」
を
「
税
込
価

格
」
に
す
る
こ
と
も
一
つ
の

方
法
と
言
え
ま
す
。

会
員
制
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
ス
ト
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設

な
ど
会
員
の
み
対
象
と
し
て

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
会
員
の
募
集
が
広

く
一
般
を
対
象
に
行
わ
れ
て

い
る
場
合
は
、
不
特
定
か
つ

多
数
の
者
に
課
税
資
産
の
譲

渡
等
に
該
当
し
、
総
額
表
示

義
務
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
の
度
の
消
費
税
改
正
に

よ
っ
て
、
現
行
の
「
一
領
収

単
位
（
レ
シ
ー
ト
）
ご
と
の

端
数
処
理
の
特
例
」
は
、
平

成
十
六
年
四
月
一
日
で
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
特
例
は
、「
一
取
引

で
領
収
す
る
金
額
を
、
取
引

の
本
体
価
格
（
税
抜
価
格
）

と
消
費
税
額
等
に
区
分
し
て

領
収
す
る
場
合
に
お
い
て
、

消
費
税
額
等
の
一
円
未
満
の

端
数
を
処
理
し
た
時
は
、
端

数
処
理
後
の
金
額
を
消
費
税

額
と
す
る
こ
と
が
出
き
る
」

と
さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
な
ど

少
額
・
大
量
の
取
引
を
行
な

う
小
売
業
者
等
で
適
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、「
税
込
価

格
」
の
表
示
を
行
う
総
額
表

示
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
制
度
の
存
在
理
由

が
な
く
な
り
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
の
「
税
抜

価
格
」
を
前
提
と
し
た
レ
ジ

シ
ス
テ
ム
か
ら
「
税
込
価

格
」
を
基
に
す
る
レ
ジ
シ
ス

テ
ム
に
移
行
す
る
に
は
、
あ

る
程
度
時
間
を
必
要
と
す
る

事
業
者
も
い
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
経
過
措
置
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

①
総
額
表
示
の
対
象
と
な
ら

な
い
取
引
（
事
業
者
間
取
引

等
）「

税
抜
価
格
」
を
前
提
と

し
て
現
行
の
端
数
処
理
の
特

例
の
適
用
が
当
分
の
間
認
め

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
総
額
表
示
義
務
の

対
象
と
な
ら
な
い
事
業
者
間

取
引
等
で
、「
税
込
価
格
」

を
基
礎
と
し
代
金
決
裁
を
行

う
場
合
に
は
、
左
記
の
②
の

経
過
措
置
が
適
用
で
き
ま

す
。

②
「
税
込
価
格
」
を
基
礎
と

し
た
代
金
決
裁
を
行
う
取
引

（
総
額
表
示
の
対
象
と
な
ら

な
い
事
業
者
間
取
引
等
含

む
）「

税
込
価
格
」
を
基
礎
と

し
た
代
金
決
裁
を
行
う
際
に

発
行
さ
れ
る
領
収
証
等
に
お

い
て
、
そ
の
領
収
金
額
に
含

ま
れ
る
消
費
税
相
当
額
の
一

円
未
満
の
端
数
を
処
理
し
た

後
の
金
額
を
明
示
し
て
い
る

場
合
に
限
り
、
そ
の
明
示
さ

れ
た
端
数
処
理
後
の
消
費
税

相
当
額
を
基
に
消
費
税
額
の

計
算
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

特
例
が
当
分
の
間
認
め
ら
れ

ま
す
。（
②
の
経
過
措
置
は
、

す
で
に
総
額
表
示
を
実
施
し

て
い
る
事
業
者
も
あ
る
こ
と

か
ら
平
成
十
五
年
十
月
一
日

か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。）

③
総
額
表
示
の
対
象
と
な
る

取
引
（
対
消
費
者
取
引
）
で

「
税
込
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
」
へ

の
変
更
が
間
に
合
わ
な
い
場

合
総
額
表
示
の
対
象
と
な
る

取
引
で
、「
税
込
レ
ジ
シ
ス

テ
ム
」
へ
の
変
更
が
間
に
合

わ
な
い
場
合
は
、
総
額
表
示

を
実
施
し
て
い
る
場
合
に
限

り
、「
税
抜
価
格
」
を
前
提

と
し
た
現
行
の
端
数
処
理
の

特
例
措
置
の
適
用
が
三
年
間

（
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
）
に
限
り
認
め
ら
れ

ま
す
。

し
か
し
、
現
行
の
「
税
抜

レ
ジ
シ
ス
テ
ム
」
の
ま
ま
で

�

経
過
措
置
の
取
扱
い

�

消
費
税
法
施
行
規
則
第
二

十
二
条
第
一
項
の
廃
止

�

会
員
制
の
店
舗
等

	

希
望
小
売
価
格
の
表
示
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経
過
措
置
の
取
扱
い



は
代
金
決
裁
の
際
に
、
消
費

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
ず
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

早
い
段
階
で
の
「
税
込
レ
ジ

シ
ス
テ
ム
」
へ
の
移
行
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
三
通
り
が
あ

り
ま
す
が
、
表
示
方
式
に

よ
っ
て
納
税
額
お
よ
び
売
上

高
が
前
記
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
Ａ
の
レ
シ
ー
ト
の
場
合
、

店
頭
価
格
と
レ
シ
ー
ト
の
価

格
が
不
一
致
に
な
り
ま
す
。

上
記
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
を

変
更
す
る
場
合
、
支
出
し
た

費
用
は
損
金
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
総
額
表

示
に
対
応
す
る
た
め
の
修
正

費
用
の
み
で
、
あ
わ
せ
て
レ

ジ
に
新
規
機
能
を
付
け
加
え

る
な
ど
し
た
場
合
は
、
そ
の

費
用
は
資
本
的
支
出
と
な
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
者
（
資
本
金
一

億
円
以
下
）
が
平
成
十
五
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

�

レ
ジ
ス
タ
ー
の
取
得

�

シ
ス
テ
ム
修
正
費
用

�

レ
シ
ー
ト
の
表
記
例
は
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○○○ストア 
  150円 
 × 10コ 
小計  1,500円 
税  75円 
合計  1,575円  

○○○ストア 
  157円 
 × 10コ 
小計  1,570円 

○○○ストア 
  157円 
 × 10コ 
合計  1,570円 
内税  74円 

1,570円× 105
5 ＝74.76

レ
シ
ー
ト
の
表
示 
納
税
額 

税
抜
後
売
上 

Ａ　外税方式（従来通り） Ｂ　総額で税額なし Ｃ　総額で税額明記 

税額を記していないので 
切り捨て不可 74.76円 

1,495.24円 

1,570－74.76＝1,495.24

75円 

1500円 

1,575－75＝1,500

1,570円× 105
5 ＝74.76

税額明記なので 
切り捨て可 74円 

1,496円 

1,570－74＝1,496

改
正
に
伴
う
設
備
の

扱
い

※②の経過措置の適用要件を満たす代金決裁の例とならない例 

（「税込157円（税抜150円）」と表示している商品の場合） 

○○○ストア 
  150円 
 × 3コ 
小計  450円 
税5％  22円 
  472円 
（内税  22円 ） 

　税抜価格150円から計算する代金決裁であるため、②
の経過措置は適用できません。ただし、総額表示義務を
履行している場合には、③の経過措置を3年間に限り適
用することができます。 

○○○ストア 
  150円 
 × 3コ 
小計  450円 
税5％  22円 
合計  472円  

○○○ストア 
  157円 
 × 3コ 
合計  471円 
（内税  22円 ） 

471円× 105
5

＝22.428



に
、
取
得
価
格
三
十
万
円
未

満
の
減
価
償
却
資
産
を
取
得

し
、
か
つ
、
当
該
法
人
の
事

業
の
用
に
供
し
た
場
合
、
全

額
損
金
決
算
入
等
（
即
時
償

却
）
す
る
特
例
制
度
が
十
五

年
度
税
制
改
正
で
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

十
五
年
度
税
制
改
正
で
、

Ｉ
Ｔ
投
資
促
進
税
制
が
創
設

さ
れ
、
電
子
計
算
機
に
関
す

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
取
得
し

た
場
合
（
年
間
七
十
万
円
以

上
）
取
得
価
格
の
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
の
特
別
償
却
か
十

パ
ー
セ
ン
ト
の
税
額
控
除
を

選
択
で
き
ま
す
。

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
基
準
期
間

（
課
税
期
間
の
前
々
事
業
年

度
）
の
課
税
売
上
の
上
限
が

五
千
万
円
（
改
正
前
二
億

円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

適
用
は
、
平
成
十
六
年
四

月
一
日
以
後
開
始
す
る
課
税

期
間
か
ら
で
す
。（
個
人
は

十
七
年
分
か
ら
）

し
た
が
っ
て
、
基
準
期
間

の
課
税
売
上
が
五
千
万
円
を

超
え
る
事
業
者
は
簡
易
課
税

制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
原
則
課
税
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
課
税

仕
入
等
に
係
る
消
費
税
額
の

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

課
税
仕
入
等
の
事
実
を
記
録

し
た
「
帳
簿
」
と
、
そ
の
事

実
を
証
す
る
「
請
求
書
等
」

の
両
方
の
保
存
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
帳
簿
及

び
請
求
書
等
は
、
確
定
申
告

期
限
の
翌
日
か
ら
七
年
間
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
課
税
仕
入
れ
の
取
引
先
名

②
取
引
年
月
日

③
取
引
内
容

④
取
引
金
額

①
請
求
書
等
の
記
載
内
容
を

そ
の
ま
ま
記
載
し
な
く
て

も
よ
く
、
商
品
の
一
般
的

な
総
称
で
ま
と
め
て
記
載

す
る
な
ど
、
申
告
時
に
帳

簿
に
基
づ
い
て
仕
入
額
を

計
算
で
き
る
程
度
の
記
載

で
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
課
税
と
非

課
税
が
あ
る
場
合
（
例
え

ば
ビ
ー
ル
と
ビ
ー
ル
券
、

書
籍
と
図
書
券
等
）
の
場

合
は
区
分
し
て
記
載
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
一
取
引
先
で
複
数
の
一
般

的
な
商
品
を
二
種
類
以
上

購
入
し
た
場
合
で
も
「
○

○
等
」、「
○
○
ほ
か
」
の

記
載
す
る
方
法
で
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

③
一
定
期
間
に
複
数
回
購
入

し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

請
求
書
等
に
一
回
毎
の
取

引
の
明
細
が
添
付
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
課
税
仕
入

れ
の
年
月
日
を
、
例
え
ば

「
○
月
分
」
と
い
う
よ
う

に
そ
の
一
定
期
間
の
記
載

と
し
、
取
引
金
額
も
そ
の

請
求
書
等
の
合
計
額
で
記

載
で
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。

④
帳
簿
に
記
載
す
る
氏
名
又

は
名
称
は
フ
ル
ネ
ー
ム
が

原
則
で
す
が
、
略
称
が
記

載
さ
れ
て
い
る
取
引
先
名

簿
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い

れ
ば
略
称
で
あ
っ
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る

基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売

上
の
上
限
が
一
千
万
円
（
改

正
前
三
千
万
円
）
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

適
用
は
、
平
成
十
六
年
四

月
一
日
以
後
開
始
す
る
課
税

期
間
か
ら
で
す
。（
個
人
は

十
七
年
分
か
ら
）

基
準
期
間
の
課
税
売
上
の

判
定
は
、
そ
の
基
準
期
間
が

課
税
事
業
者
だ
っ
た
の
か
免

税
事
業
者
だ
っ
た
の
か
で
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
基
準
期
間
が
課
税
事
業
者

の
場
合

税
抜
の
課
税
売
上
金
額

②
基
準
期
間
が
免
税
事
業
者

の
場
合

税
込
の
課
税
売
上
金
額

毎
年
の
課
税
売
上
が
一
千

万
円
前
後
と
な
る
事
業
者

は
、
課
税
事
業
者
と
な
っ
た

り
免
税
事
業
者
と
な
っ
た
り

し
ま
す
の
で
、
課
税
売
上
高

の
判
定
に
は
特
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
文
責
　
編
集
部
）

●

帳
簿
、
請
求
書
等
の
記

載
事
項

�

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
取
得
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簡
易
課
税
制
度
の
適

用
上
限
の
引
き
下
げ

●

帳
簿
の
記
載
の
方
法

事
業
者
の
免
税
点
の

引
き
下
げ



①
ネ
ッ
ト
販
売
利
益
を
除
外

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
製

造
販
売
を
行
っ
て
い
る
Ａ

社
は
、
休
業
中
と
し
て
所

得
金
額
〇
円
で
申
告
す
る

こ
と
に
よ
り
休
業
を
装
い
、

ネ
ッ
ト
販
売
で
得
た
利
益

約
三
千
万
円
を
法
人
所
得

か
ら
除
外
し
て
い
た
。

②
他
人
の
レ
シ
ー
ト
で
架
空

経
費医

療
法
人
Ｂ
は
、
他
人

が
ス
ー
パ
ー
で
捨
て
た
食

料
品
の
レ
シ
ー
ト
を
収
集

し
、
法
人
の
経
費
と
し
て

計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、

約
三
千
万
円
の
法
人
所
得

を
除
外
し
て
い
た
。

③
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り

棚
卸
を
圧
縮

医
薬
品
販
売
業
を
営
む

Ｃ
社
は
、
予
想
を
上
回
る

利
益
が
見
込
ま
れ
た
た

め
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の

取
得
先
に
不
正
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
さ
せ
、
各
店
舗

の
棚
卸
を
圧
縮
し
、
約
三

億
円
の
法
人
所
得
を
除
外

し
て
い
た
。

④
赤
字
法
人
を
介
在
さ
せ
利

益
を
圧
縮

産
業
廃
棄
物
処
理
業
を

営
む
Ｄ
社
は
、
多
額
な
利

益
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
赤
字
法
人
を
買
取
、

そ
の
法
人
を
取
引
の
間
に

介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
五
年
間
で
約
七
億
円

の
法
人
所
得
を
除
外
し
、

赤
字
決
算
を
装
っ
て
い

た
。

⑤
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
無
申
告

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
営

業
を
行
っ
て
い
る
Ｅ
社

は
、
多
額
の
収
益
を
上
げ

な
が
ら
無
申
告
で
あ
り
、

四
年
間
で
得
た
営
業
利
益

約
八
千
万
円
を
申
告
し
て

い
な
か
っ
た
。

①
仕
入
税
額
控
除
誤
ま
り

卸
売
業
を
営
む
Ｆ
社

は
、
帳
簿
及
び
請
求
書
等

の
保
存
が
な
い
ま
ま
、
仕

入
税
額
控
除
を
し
て
い

た
。

②
簡
易
課
税
誤
ま
り

運
送
業
を
営
む
Ｇ
社

は
、
基
準
期
間
の
課
税
売

上
高
が
二
億
円
を
超
え
た

こ
と
に
気
付
か
ず
、
従
来

通
り
の
簡
易
課
税
で
申
告

し
て
い
た
。

③
資
産
売
却
を
無
申
告

不
動
産
業
を
営
む
Ｈ
社

は
、
法
人
解
散
時
に
資
産

を
売
却
し
て
い
る
が
無
申

告
と
な
っ
て
い
た
。

①
経
済
的
利
益
の
課
税
も
れ

電
気
工
事
業
を
営
む
Ｉ

社
は
、
永
年
勤
続
表
彰
と

し
て
「
旅
行
券
」
を
支
給

し
て
い
る
が
、
一
年
以
内

に
未
使
用
の
者
及
び
換
金

し
た
者
に
つ
い
て
課
税
し

て
い
な
か
っ
た
。

②
判
決
に
よ
り
確
定
し
た
給

与
等
の
課
税
も
れ

学
校
法
人
Ｊ
は
、
裁
判

の
結
果
、
支
払
う
こ
と
と

な
っ
た
給
与
及
び
賞
与
に

つ
い
て
課
税
し
て
い
な

か
っ
た
。

①
レ
シ
ー
ト
の
印
紙
も
れ

小
売
業
を
営
む
Ｋ
社

は
、
顧
客
に
交
付
す
る
レ

シ
ー
ト
三
万
円
以
上
に
つ

い
て
、
印
紙
の
貼
付
を
し

て
お
ら
ず
、
レ
シ
ー
ト
七

万
通
、
約
一
千
五
百
万
円

が
不
納
付
と
な
っ
て
い

た
。
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法
人
税
関
係

消
費
税
関
係

源
泉
所
得
税
関
係

印
紙
税
関
係

非
違
事
例
（
広
島
国
税
局
管
内
）

―
法
人
税
調
査
に
お
け
る
非
違
事
例
―



①
仕
事
も
私
生
活
も
充
実
し

た
一
年
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

②
市
の
財
政
も
厳
し
く
な

り
、
こ
れ
を
機
会
に
良
い

方
向
へ
向
け
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

③
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
仕
事
を
し
た
い
と
思
い

入
社
し
ま
し
た
。

④
野
球
、
映
画

⑤
カ
レ
ー
が
好
き
で
す
。

⑥
地
域
の
た
め
の
金
融
機
関

と
し
て
、
金
融
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
文

化
や
経
済
の
発
展
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
、
積
極
的

な
活
動
を
通
し
、
地
域
と

の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し

て
い
る
会
社
で
す
。

①
早
く
先
輩
方
に
追
い
つ
け

る
よ
う
に
早
く
仕
事
を
覚

え
、
仕
事
を
通
し
て
自
分

自
身
を
成
長
さ
せ
て
生
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

②
合
併
に
関
し
て
は
不
透
明

な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

地
域
に
分
け
隔
て
な
く
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
声
に

耳
を
か
た
む
け
て
住
み
心

地
の
良
い
市
に
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

③
か
ね
て
か
ら
自
分
の
町
で

働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
又
、
物
作
り
の
現

場
に
立
っ
て
見
た
い
と
思

い
入
社
し
ま
し
た
。

④
音
楽
鑑
賞
、
ド
ラ
イ
ブ

⑤
物
静
か
な
よ
う
な
、
に
ぎ

や
か
な
よ
う
な
、
結
構
、

曲
者
か
も
�

⑥
平
板
瓦
『
板
さ
ん
』
で
お

馴
染
み
で
す
が
、
他
に
も

洋
風
瓦
『
エ
ク
セ
ラ
』
な

ど
魅
力
た
っ
ぷ
り
な
瓦
を

製
造
し
て
い
ま
す
。
世
界

に
堂
々
と
自
慢
出
来
る
瓦

に
し
て
い
け
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

①
今
年
は
入
組
し
て
二
年
目

を
迎
え
る
年
で
あ
り
、
求

め
ら
れ
る
も
の
も
一
つ
段

階
が
上
が
る
と
思
う
の

で
、
そ
う
い
っ
た
要
求
に

対
応
で
き
る
様
自
己
哲
発

に
努
め
、
公
私
共
に
実
の

あ
る
一
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

②
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
て
、
地
域
に
活
力

を
与
え
、
振
興
に
繋
が
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

③
地
元
就
職
を
考
え
て
い
ま

し
た
し
、
地
域
の
方
々
と

の
密
着
的
な
繋
が
り
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
所
で

希
望
し
ま
し
た
。

④
野
球
、
音
楽
鑑
賞

⑤
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切

に
、
地
域
の
活
性
化
に
役

に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
負
け
ず
嫌
い
な
性

格
で
、
何
事
に
も
負
け
た

く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑥
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ

い
の
多
い
、
役
に
立
っ
て

い
る
と
実
感
の
も
て
る
や

り
が
い
の
あ
る
組
合
で

す
。
影
響
力
の
あ
る
方
も

多
く
、
自
身
の
成
長
に
と

て
も
役
立
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

①
新
た
な
分
野
の
本
を
読
ん

だ
り
、
映
画
を
見
た
り
、

新
し
い
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。

②
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
事
に
よ
り
今
以
上
に
安

心
し
て
、
住
み
や
す
く
、

夢
の
あ
る
郷
土
（
ま
ち
）

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

③
地
元
で
就
職
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
し
、
少
し

で
も
地
域
の
人
々
に
貢
献

で
き
る
仕
事
に
つ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で

入
組
を
希
望
し
ま
し
た
。

④
映
画
鑑
賞

⑤
人
一
倍
負
け
ず
嫌
い
で
す
。

⑥
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
毎
日
が

勉
強
で
あ
り
、
自
己
成
長

さ
せ
る
為
に
は
最
高
の
職

場
で
す
。
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わ
が
社
の
ホ
ー
プ

①
今
年
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

②
広
域
行
政
の
合
併
に
つ
い
て
御
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

③
ど
ん
な
動
機
で
入
社
さ
れ
ま
し
た
か
。

④
あ
な
た
の
趣
味
は
何
で
す
か
。

⑤
あ
な
た
の
自
己
Ｐ
Ｒ
ど
う
ぞ
。

⑥
あ
な
た
の
会
社
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

島根中央信用金庫
田 平 康 一

�森 窯業
迫 田 誠 也

ＪＡ石見銀山
畜産課

宇 谷 祐 介

ＪＡ石見銀山
中央支所
矢 田 哲 夫



昨
年
十
月
、
仙
ノ
山
南
側

の
本
谷
地
区
、
安
原
備
中
が

夢
の
お
告
げ
で
大
量
の
銀
を

見
つ
け
た
と
伝
え
る
釜
屋
間

歩
近
く
の
発
掘
調
査
で
「
貴

鉛
」（
き
え
ん
）
が
出
土
し

ま
し
た
。

貴
鉛
と
は
銀
製
錬
で
灰
吹

き
精
錬
の
前
段
階
の
鉛
と
銀

の
合
金
の
こ
と
で
江
戸
時
代

に
は
「
床
尻
鉛
」（
と
こ
じ

り
な
ま
り
）
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。

奈
良
文
化
財
研
究
所
の
村

上
隆
主
任
研
究
官
が
蛍
光
Ｘ

線
と
い
う
分
析
装
置
に
よ
っ

て
資
料
を
破
壊
し
な
い
方
法

で
分
析
し
た
と
こ
ろ
重
さ
は

約
十
三
ｇ
。
成
分
は
鉛
約
八

十
％
、
銀
約
十
五
％
と
分

か
っ
た
の
で
す
。

十
三
ｇ
×
十
五
％
か
ら
、

こ
の
鉛
銀
合
金
か
ら
得
ら
れ

る
銀
は
お
よ
そ
二
ｇ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

二
ｇ
の
銀
は
小
豆
大
で
あ

り
、
こ
れ
は
銀
製
錬
の
最
終

工
程
を
経
て
「
一
度
に
小
豆

大
の
銀
を
得
る
」
と
あ
る
歴

史
的
文
献
に
近
い
も
の
で
す
。

貴
鉛
は
釜
屋
間
歩
近
く
の

調
査
区
、
第
三
ト
レ
ン
チ
で

地
表
面
か
ら
の
深
さ
約
十
㎝

ほ
ど
、
時
代
は
十
八
世
紀
代

と
見
ら
れ
る
や
や
硬
く
な
っ

た
面
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

「
鉱
山
に
は
全
て
の
技
術

が
揃
う
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
石
見
銀
山
の
大
き
な
歴

史
的
価
値
の
一
つ
に
、
そ
の

鉱
山
技
術
が
あ
り
ま
す
。

石
見
銀
山
は
「
技
術
立
国

日
本
の
ル
ー
ツ
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

高
い
技
術
力
を
持
ち
、
海

外
か
ら
伝
来
し
た
技
術
を
応

用
し
、
す
ぐ
れ
た
「
モ
ノ
づ

く
り
を
す
る
伝
統
」
は
、
現

代
の
日
本
の
科
学
技
術
や
経

済
を
支
え
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
技
術
の
系
譜

が
石
見
銀
山
の
鉱
石
、
採
掘

跡
、
製
錬
工
房
、
貴
鉛
、
灰

吹
銀
と
一
連
の
鉱
山
資
料
か

ら
説
明
で
き
る
こ
と
も
少
し

ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

産
業
遺
産
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

中
心
に
こ
れ
ま
で
三
十
数
カ

所
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
フ
ァ
ー

ル
ン
の
銅
山
」
と
ま
た
ブ
ラ

ジ
ル
の
「
ゴ
イ
ア
ス
」
が
金

鉱
山
都
市
と
し
て
何
れ
も
平

成
十
三
年
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

フ
ァ
ー
ル
ン
の
銅
山

は
十
七
世
紀
中
頃
に
世

界
の
銅
産
出
の
三
分
の

二
を
占
め
た
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
の
産
銅
量
で
平

成
四
年
ま
で
操
業
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
、
一

部
が
銅
山
博
物
館
と
し

て
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。ブ

ラ
ジ
ル
の
「
ゴ
イ

ア
ス
の
歴
史
地
区
」
は

金
鉱
山
の
発
見
に
伴
っ
て
計

画
的
に
建
設
さ
れ
た
鉱
山
都

市
で
す
。

最
近
、
島
根
県
知
事
が
訪

れ
た
ド
イ
ツ
の
都
市
ゴ
ス

ラ
ー
に
あ
る
ラ
ン
メ
ル
ス
ベ

ル
グ
鉱
山
は
十
世
紀
か
ら
ほ

ぼ
千
年
間
に
わ
た
っ
て
銀
の

採
掘
が
続
い
た
鉱
山
、
特
に

近
代
鉱
山
の
工
場
と
旧
市
街

か
ら
な
り
、
石
見
銀
山
遺
跡

と
よ
く
比
べ
ら
れ
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
ア
イ
ア
ン
ブ

リ
ッ
ジ
も
最
古
の
鉄
製
の
橋

だ
け
で
な
く
そ
の
橋
が
架
か

る
川
、
近
く
の
溶
鉱
炉
や
工

場
跡
も
含
め
た
一
体
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、

近
代
産
業
の
跡
も
保
存
さ
れ

る
方
向
で
す

「
古
い
も
の
だ
け
が
世
界

遺
産
に
な
る
」
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
機
会
を
つ
く
っ
て
次

表
の
産
業
遺
産
を
見
学
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
既
に
見
学

さ
れ
た
方
は
ぜ
ひ
そ
の
概
要

を
お
教
え
下
さ
い
。

二
、
世
界
の
産
業
遺
産

一
、「
貴
鉛
」
が
出
土

－ 30－
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出土した貴鉛（右は以前出土した灰吹銀）



－ 31－

遺産名／概要 所在国 登録年

１ ヴィエリチカ岩塩坑／岩塩鉱山 ポーランド 1978年

２ レーロースの旧鉱山町／銅鉱山 ノルウェー 1980年

３ アイアンブリッジ峡谷／鉄橋と鉄の町 イギリス 1986年

４ ポトシ／銀鉱山 ボリビア 1987年

５ ランメルスベルグ旧鉱山と古都ゴスラー／鉱山市街と鉱
山 ドイツ 1992年

６ サカテカス歴史地区／鉱山業の中心市街 メキシコ 1993年

７ バンスカ・シュティアヴニツァの歴史的都市など／鉱山
都市 スロバキア 1993年

８ エンゲルスベルグの製鉄所／17世紀の製鉄所 スウェーデン 1993年

９ フェルクリンゲン製鉄所／19－20世紀の製鉄所 ドイツ 1994年

10 クレスビ・ダッダ／19世紀の繊維都市 イタリア 1995年

11 クトナー・ホラの歴史地区／歴史的鉱山都市 チェコ 1995年

12 ヴェルラ製材、製紙工場／19－20世紀の板紙工場 フィンランド 1996年

13 アムステルダムの防塞／19,20世紀転換期の水制御技術 オランダ 1996年

14 ミディ運河／17世紀の運河 フランス 1996年

15 海事都市グリニッジ イギリス 1997年

16
キンデルダイクエルスハウトの風車群／歴史的排水・灌
漑システム オランダ 1997年

17 ラス・メドゥラス／古代ローマ金鉱山 スペイン 1997年

18
ザルツカンマーグート地方のハルシュタットとダッハ
シュタインの文化的景観／歴史的鉱業（塩抗）地域 オーストリア 1997年

19 D.F.ウォーダ蒸気揚水ポンプ場／大規模蒸気ポンプ場 オランダ 1998年

20 センメリング鉄道／山岳鉄道 オーストリア 1998年

21 カールスクルーナの海軍港 スウェーデン 1998年

22
ルヴィエールとルルーのサントル運河の４つの閘門と周
辺／蒸気による4つの閘門 ベルギー 1998年

23 ダージリン・ヒマラヤ鉄道／土木技術と技術移転 インド 1999年

24 ブレナヴォンの産業景観／鉄と石炭の町 イギリス 2000年

25 ダウエント渓谷の工場群／水車動力による紡績工場群 イギリス 2001年

26
エッセンのツォルフェライン炭坑遺跡群／150年間の石
炭産業地 ドイツ 2001年

27 ファールン／銅山 スウェーデン 2001年

28 ニュー・ラナーク／新しいタイプの紡績産業村 イギリス 2001年

29 ソルテア／19世紀後半の織物産業集落 イギリス 2001年

30 ゴイアスの歴史地区／鉱山都市 ブラジル 2001年



江
戸
時
代
の
初
期
、
山
師

と
し
て
岡
山
か
ら
来
た
安
原

備
中
に
よ
っ
て
石
見
銀
山
の

最
盛
期
を
も
た
ら
し
た
坑
道

（
間
歩
）
の
一
つ
に
釜
屋
間

歩
が
あ
り
ま
す
。

釜
屋
間
歩
は
仙
ノ
山
の
頂

上
か
ら
南
へ
く
だ
る
本
谷
の

中
ほ
ど
に
あ
り
ま
す
の
で
普

段
は
見
学
し
に
く
い
場
所
で

す
が
最
近
水
上
町
側
か
ら
遊

歩
道
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
の
で
た
ど
り
着
く
の
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

仙
ノ
山
林
道
の
終
点
付

近
、
石
銀
集
落
か
ら
細
い
谷

道
を
降
り
る
こ
と
十
五
分
。

谷
の
両
側
に
は
銀
を
採
掘

し
た
岩
山
の
崖
地
や
宅
地
の

跡
が
見
ら
れ
ま
す
。

釜
屋
間
歩
周
辺
は
昨
年
の

発
掘
調
査
に
先
立
っ
て
周
囲

の
竹
林
を
伐
開
し
た
の
で
視

界
が
開
け
て
い
ま
す
。

こ
の
釜
屋
間
歩
の
西
側
に

崖
を
大
規
模
に
加
工
し
た
遺

構
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

二
十
�
を
越
え
る
高
さ
の

崖
状
の
岩
山
が
大
き
く
加
工

さ
れ
、
岩
を
刳
り
こ
ん
だ
石

段
が
最
上
段
ま
で
続
き
、
最

上
段
に
は
墓
と
し
て
設
け
ら

れ
た
石
積
み
が
二
基
あ
る
平

坦
地
が
あ
り
ま
す
。

中
段
に
は
岩
盤
の
上
に
石

垣
を
築
い
た
宅
地
跡
が
あ

り
、
最
下
部
は
半
分
埋
も
れ

て
い
ま
す
が
こ
れ
も
大
き
な

岩
窟
に
見
え
ま
す
。

さ
ら
に
平
坦
地
の
脇
に
は

水
溜
の
桝
の
よ
う
な
く
ぼ
み

が
あ
っ
て
、
明
ら
か
な
意
図

を
も
っ
て
こ
の
区
画
を
削
り

だ
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

全
容
の
解
明
は
今
年
五
月

か
ら
の
調
査
を
待
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
石
見
銀
山
最

盛
期
の
遺
構
と
も
見
え
ま
す

の
で
今
後
の
成
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
見

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
遺

跡
が
竹
林
を
伐
開
す
る
だ
け

で
明
ら
か
に
な
る
ほ
ど
石
見

銀
山
の
地
下
の
遺
構
は
良
く

残
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

三
、
崖
を
加
工
し
た
遺

構
発
見

－ 32－

龍源寺間歩 五百羅漢 

仙ノ山△ 

林道 

�水上 
釜屋間歩 

大久保間歩 

釜屋間歩近くの大遺構



昨
年
十
月
に
河
村
文
部
科

学
大
臣
が
「
石
見
銀
山
遺
跡

の
世
界
遺
産
登
録
を
平
成
十

九
年
目
標
で
進
め
た
い
」
と

の
見
解
を
島
根
県
知
事
に
伝

え
ま
し
た
。

今
後
、
登
録
後
に
ど
の
よ

う
に
遺
跡
の
保
護
と
活
用
を

図
る
か
に
つ
い
て
遺
跡
の
中

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
辺

地
域
や
大
田
市
・
温
泉
津

町
・
仁
摩
町
全
体
で
考
え
て

い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

広
く
意
見
を
頂
き
、
現
在

進
め
て
い
る
保
存
管
理
計
画

づ
く
り
や
世
界
遺
産
の
周
囲

に
設
け
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
遺
産
を
完
全
に
保
護
す
る

た
め
の
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン
）
の
設
置
な
ど

多
方
面
な
準
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
、
世
界
遺
産
登
録

の
年
は

－ 33－

調査・同意書・報告書 
作成 
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石見銀山遺跡の世界遺産登録スケジュール 
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国
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跡

指

定

等 
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請
書
提
出 

告
　
示 

答
　
申 

文
化
庁
へ
選 

定
申
出
提
出 

告
　
示 

文
化
庁
へ
指
定
申
請
書
提
出 

条例公布・施行 
規則施行 

策定 

イ
コ
モ
ス
調
査
調
査 

文
化
庁

文
化
庁
へ
提
出
提
出 

ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
提
出 

ユ
ネ
ス
コ
が
受
理
受
理 

イ
コ
モ
ス
調
査 

事前審査 

文
化
庁
へ
提
出 

ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出 

ユ
ネ
ス
コ
が
受
理 

答
　
申 

告
　
示 

4月 11月 4月 



第
三
十
七
回
会
員
親
睦

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

が
十
一
月
一
日
�
大
社
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
参

加
者
五
十
二
名
、
十
四
組
と

沢
山
の
方
の
参
加
の
も
と
、

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

当
法
人
会
の
コ
ン
ペ
は
雨

模
様
の
天
気
に
な
る
ケ
ー
ス

が
多
い
が
、
今
回
は
久
し
ぶ

り
に
好
天
に
恵
ま
れ
、
的
場

法
人
会
会
長
挨
拶
の
後
、
国

引
コ
ー
ス
と
、
美
久
我
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
プ
レ
ー
が
開

始
さ
れ
た
。秋

晴
の
も
と
、
好

プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
、

ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
笑
顔

や
苦
澁
の
顔
が
続
出

し
、
法
人
会
な
ら
で

は
の
雰
囲
気
で
異
業

種
交
流
、
ま
た
老
・

壮
・
青
の
歓
談
の
場

と
し
て
の
会
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
の
一
日

で
し
た
。

競
技
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
二

階
に
お
い
て
、
懇
親
会
が
開

か
れ
、
当
日
の
成
績
を
見
せ

合
い
満
足
や
ら
反
省
や
ら
と

楽
し
い
談
笑
の
内
で
の
成
績

発
表
、
表
彰
式
が
始
ま
っ

た
。

そ
の
他
、
飛
賞
、
年
次

賞
、
Ｄ
Ｃ
賞
、
Ｎ
Ｐ
賞
な
ど

沢
山
の
賞
品
と
共
に
、
参
加

者
全
員
に
参
加
賞
が
渡
さ

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
内

に
終
了
し
ま
し
た
。

今
春
に
予
定
さ
れ
る
次
回

の
コ
ン
ペ
に
は
、
多
く
の
会

員
の
方
々
の
ご
参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し

て
参
加
者
全
員
か
ら
貴
重
な

浄
財
五
万
二
千
円
を
寄
付
し

て
頂
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
は
、

年
末
に
山
陰
中
央
新
報
社
の

「
愛
の
と
も
し
び
募
金
」
の

方
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

法
人
会
の
コ
ン
ペ
で
は
優

勝
は
初
め
て
で
御
座
い
ま
し

て
、
と
て
も
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

賞
品
に
は
、
と
て
も
美
味

し
い
お
肉
で
子
供
達
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
の
で
、
優
勝

出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

此
の
度
、
優
勝
出
来
ま
し

た
の
は
、
同
じ
組
で
御
一
緒

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
三

井
金
属
資
源
開
発
株
式
会
社

の
中
澤
社
長
様
の
紳
士
的
な

ゴ
ル
フ
に
感
銘
い
た
し
ま
し

て
、
最
後
ま
で
切
れ
ず
に
ゴ

ル
フ
が
出
来
ま
し
た
事
が
勝

因
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
経
験
を
人
生
に
、
そ

し
て
仕
事
に
生
か
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

中
澤
社
長
様
、
そ
し
て

パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
様
、
ど
う

も
有
り
難
う
御
座
い
ま
し

た
。
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社
団
法
人
石
見
大
田
法
人
会
主
催

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第37回 第37回 

優
勝

福

間

友

之
氏

（
�

福
花
園
）

優
　
勝
　
福
間
　
友
之

準
優
勝
　
中
澤
　
保
延

三
　
位
　
三
谷
　
　
基

四
　
位
　
波
多
野
伸
考

五
　
位
　
黒
田
　
　
勲

Ｂ
　
Ｇ
　
三
谷
　
　
基

Ｂ
　
Ｂ
　
青
木
　
政
弘

表
　
彰
　
式

優
勝
者
の
喜
び

福

間

友

之
氏





【AIUのグループ傷害保険】 ＜傷害医療費用保険金支払特約、休業保険金支払特約、天災危険担保特約、メディカル総合保険特約（グ 
 ループ傷害保険用）、補償制度費用等担保特約、後遺障害保険金の支払に関する特約（基本型）、フルタイ 
 ム担保特約、傷害危険不担保特約（メディカル総合保険特約用）、長期入院療養一時金不担保特約（メディ 
 カル総合保険特約用）、特定疾病診断給付金不担保特約（メディカル総合保険特約用）等付＞ 

経営者は政府労災対象外で労災保険の適用がありません。（特別加入制度により加入できます）
また、業務上の事故・通勤災害については健康保険が適用されません。（所定の条件を満たした
場合、健康保険が適用されます。）しかし、総合型21なら24時間・365日体制でサポートします。 

24時間365日保障 

充実の割引制度 
●健康体割引特約 
ご契約（更新）時の健康状態や契約年齢および保険金額等が大同生命所定の基準を満たした場
合に保険料を割引きます。なお、「健康体」とは大同生命所定の基準に該当する被保険者の呼
称であり、割引適用の基準に該当しない方が健康でないということではありません。（割引きは
自動的に更新とはなりません。更新時に大同生命所定の基準を満たすかを確認させて頂きます。） 

●高額割引制度 
ご契約の保険金額が常時3,000万円以上の場合、保険料を割引きます。常時5,000万円以上
の場合はさらに保険料を割引きます。 

ご契約例 保険金額3,000万円コース 保障内容については所定のパンフレットを 必ずごらんください。 
契約年齢40歳男性／保険期間10年／団体月払保険料率適用／職種1級 

月額保険料（健康体割引を適用しない場合） （健康体割引が適用された場合） 

26,082円 
（うちAIUのグループ傷害保険料8,660円） 

23,262円 
（非喫煙者健康体保険料率） 

＊団体料率の適用には法人会会員であることが必要です。 

〒693-0028 出雲市塩冶善行町12-2 
TEL0852-21-4552・FAX0852-24-1713

●お問合せは… 

大同生命保険株式会社　出雲営業所 



法人会の経営者大型総合保障制度 

【大同生命の無配当定期保険】 ＜短期入院特約、短期成人病特約または短期女性医療特約、長期入院特約［3年型］または長期女性医 
 療特約［3年型］、通院特約付＞ 

幅広い保障 生・損保セットの総合保障だから、入院・手術・通院の保障はもちろん、治療費の実費も支払われます。 

24時間365日保障 業務中・業務外を問わない保障は、労災保険の適用されない経営者にうってつけです。 

大きな保障 経営者が万一の場合には、会社を存続させるための大きな保障が準備できます。 

割安な保険料 できるだけコストを抑えたい。配当金をなくしたスリムなタイプで保険料が割安です。 

全額損金算入 会社が負担した保険料は全額損金算入でき、法人税・事業税・住民税が軽減できます。（直審4-21、法入税基本通達9-3-5、9-3-6の2による:平成15年12月現在）◎記載
の税務取扱は平成15年12月現在の税制にもとづくものです。今後、税務の取扱が変わる場合もあり将来を保証するものではありません。 

充実の割引制度 健康体割引特約や高額割引制度など、割引制度も充実して
います。 （大同生命） 

本社 （大阪）〒550-0002大阪市西区江戸堀1-2-1 TEL06-6447-6111 
 （東京）〒103-0027東京都中央区日本橋2-7-4 TEL03-3281-0111

※この保険は配当金のお支払いがありません。 ◎ご契約に際しては所定のパンフレット・ご契約のしおりを必ずごらんください。 

（引受保険会社） 

大同生命保険株式会社 
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契
約
書
な
ど
に
収
入
印
紙

を
貼
る
と
き
、
正
し
い
消
印

の
仕
方
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。文

書
の
紙
面
と
収
入
印
紙

の
彩
紋
に
か
け
て
、
作
成
者

が
キ
チ
ン
と
消
印
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
消
印
は
重
要
な
こ
と

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
再
使
用

を
防
止
し
、
印
紙
税
の
収
納

が
確
保
さ
れ
る
の
で
す
。

も
し
消
印
を
し
な
い
と
、

過
怠
税
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
登
記
所
な
ど

に
提
供
す
る
書
類
に
も
、
収

入
印
紙
を
貼
っ
て
登
録
免
許

税
を
納
め
ま
す
が
、
こ
ち
ら

は
消
印
を
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。な

ぜ
？
、
こ
ち
ら
は
役
所

が
、
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
確
か
め
て
消
印
す

る
か
ら
で
す
。

先
般
の
通
常
総
会
で
、
当

法
人
会
の
役
員
改
選
が
あ

り
、
広
報
委
員
も
顔
ぶ
れ
に

多
少
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。新

メ
ン
バ
ー
で
会
報
誌
で

あ
る
「
天
領
」
の
編
集
を
し

て
参
り
ま
す
。

年
二
回
の
発
行
で
す
が
、

相
当
の
労
力
が
必
要
で
す
の

で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

当
法
人
会
は
石
見
大
田
税

務
署
管
内
の
大
田
市
、
仁
摩

町
、
温
泉
津
町
を
圏
域
と
し

て
い
ま
す
。
此
の
度
、
こ
の

一
市
二
町
が
合
併
す
べ
く
手

続
き
が
進
ん
で
お
り
ま
す

が
、
管
内
の
経
済
団
体
と
し

て
、
一
商
工
会
議
所
と
二
商

工
会
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
根

拠
法
例
が
異
な
る
の
で
困
難

で
あ
る
と
承
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
点
法
人
会
は
管
内

が
一
つ
に
纒
ま
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
意
志
の
疎
通
が
出

来
て
よ
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。合

併
で
大
問
題
と
な
る
の

は
、
本
廰
舎
の
位
置
と
新
市

名
で
あ
る
の
は
何
処
も
同
じ

よ
う
で
あ
り
ま
す
。

新
市
名
に
つ
い
て
大
田
市

が
よ
い
と
す
る
意
見
が
あ
る

反
面
、
世
界
遺
産
登
録
が
予

定
さ
れ
て
い
る

石
見
銀
山
を
新

市
名
と
す
る
の

が
観
光
政
策
上

か
ら
も
よ
い
と

す
る
意
見
も
多

く
あ
り
ま
す
。

石
見
銀
山
市
で

は
廃
墟
に
な
っ

た
鉱
山
町
を
連

想
す
る
の
で
よ

く
な
い
と
言
う

人
も
あ
り
、
議

論
は
尽
き
ま
せ

ん
。ど

う
か
最
大

公
約
数
で
円
満

に
す
べ
て
が
決
定
さ
れ
ま
す

こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。「

未
来
へ
引
き
継
ぐ
石
見

銀
山
」
シ
リ
ー
ズ
を
大
田
の

石
見
銀
山
課
の
大
国
課
長
さ

ん
に
連
載
し
て
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
共
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。（
編
集
委
員
　
渡
辺
）

編
集
後
記

【
消
印
の
意
味
】

黒
１
と
四
子
に
す
る

の
が
正
着
で
、
石
の
下

と
な
り
ま
す
。

白
６
は
４
の
と
こ
ろ

放
り
入
み
、
黒
７
は
４

の
下
取
る
。
白
８
は
６

子
取
る
。

問
題
は
７
頁

1

5

13 42

図
１

図
２

編集風景



総合設計で地域づくりをサポートする 

代表取締役社長 三　谷　　貢 
●島根事務所／〒694-0051島根県大田市久手町波根西777の1 ＴＥＬ（０８５４）82－8121� 
●広島事務所／〒732-0052広島市東区光町1丁目11番5号（チサンビル内３Ｆ） ＴＥＬ（０８２）263－8510� 

石油・ＬＰガス・貨物運送業・酒類・食品スーパー・釣具 

代表取締役 小　川　良　知 
小 川 商 店 有限 

会社 

〒６９９‐２５０１島根県邇摩郡温泉津町温泉津ロ６５ 
本　　　店ＴＥＬ（０８５５）６５‐２６３６・ＦＡＸ２６３７ 温泉津給油所ＴＥＬ（０８５５）６５‐４１７６・ＦＡＸ３５８２ 
福光給油所ＴＥＬ（０８５５）６５‐３１２２・ＦＡＸ２９２９ 運 送 部ＴＥＬ（０８５５）６５‐２２２０・ＦＡＸ２６６１ 

有限会社 福 田 金 物 
福祉事業所開設 島根県指定居宅サービス事業者の指定取得 

福祉用具レンタル、及び販売をいたします。 

島根県大田市大田町本通 ＴＥＬ （０８５４）８２－３３０３ （０８５４）８２－０１３３ ・ＦＡＸ（０８５４）８２－３０６５ 

本　社　大田市波根町１４４３－１ 
営業所　大田市大田町大田イ４３０ 
　　　　ＴＥＬ（０８５４）82－2300

白藤酒造有限会社 
醸造元 

パチンコ 山陰クボタ パチンコ 
エースワン　 

酒ゴリラ 
杉本工芸社 

至鳥井 

至出雲 

至江津 

至邑智・川本 

レストラン天領 レストラン天領 
大田石油 

焼肉 
さかい 

ポプラ サンマルコ バイクショップ 
マルティ 

ドラッグストアー 
ウオンツ 

長久石油 

ショッピングセンター 
ジャスコ 

ニッサン 
シマムラ 

ココです 

国道9号線 

国道375号線 国道375号線 

家 具・雑 貨・イ ン テ リ ア 

島根県大田市長久町長久イ-484
TEL（0854）82-0617 FAX（0854）82-0830

ＯＡ機器、事務機、紙、事務用品 
印鑑、実印、銀行印、訂正印、ゴム印 

〒694-0064 大田市大田町大田ロ943（諏訪2） 
PHONE（０８５４）82-0107 FAX（０８５４）82-0578 有線2215-1




